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にした。何となれぱ，学問の社会的責任が , 人間存在の原点から問われ綺けている合日，そして，

この問いかけさえもが風化しつつあるかに見える現在，情挫的な思考れ，無気力に同化してしまう 

のでなく , か え っ て •■召̂定的弁証法」め立場に徹することが，良心をもつ人間の義務であり, それ 

こキが , また，思師の精神にもこたえる所以だと考えているからでもる。

, (1974.  8.  6 . 広鳥原爆体験への想いを新たfc)
■ ,.  ‘ （経済学部教授)
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擎者はこれまで—連の諸論稿を適じて , 独占資本主義に固有の経済がJ運動諸法則の解明とその体 

系的理論化につとめてきた。. 本稿の課題は，すでに解明してきたところの[■独資本主義の固有の 

構造と発展形態j について総‘括 .しつつ, そこで展開する諸矛盾の編成とそれらの発現#式を確認す 

，る，ことでもる。/ . . . . . . リ ....，.，.，.レ . . . . ：. ぐ . . ：，，？，.
このように独占資本主義段階における画有の薛済諸法則の展開，諸矛盾の展開の全貌を後:認する 

ことは, ，独占資本主義研究の総括としての位® をしめるといえるが , こめと i ゆ同時に独占'資本主 

義がその発展過濕において国家独占資本生義に転成せざるをえない必然 . ©抛を明らんにするも 

のともいえよう。なぜなら，独占段階固有の激しさと新L A、質をもった諸矛盾め展開こそは，体輪j 
批判•体制变革の主体的条件の成熟による体制危機の傑化を通じて国家独占齋本主義的対応を必然 

たらしめるものだからである。 . . ,
この掛合とく 注意し .ナvSいのは， こめ国独資への転成の必然性♦很侧が , 決' U て国独资0 歴史的 

な成立の論理としてのみ把えられをみきではないということである。独占段階151おの桃造♦発展と 

てこにおける諸矛盾の展陈♦体制危機の酸成は , g 代の国家独占資本主まにおいてもその基礎的な

，>■'-一 105 ( 9 2 1 ) • —  、
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構成物をなし，それゆえにこそ，たえず国家の体系的♦恒常的な経済への介入，管理を必要とする 

関係が持続しているというととの認識が木可欠であるC 
以上のことは, 独占段隋固有め構造•発展とそこにぉける諸矛盾の展開にかんする本稿での総括 

ダS 決して菌独資の中現の以前ニいわゆる"古典的" 帝国主義段階のみに速用する， "古典的，，帝 . 
0 主義の分析にとどまるものではないということを意味しで、、る。国家独占資本主義が独占段階に 

ふくまれる-^小段階である以上，そしてそれが構造的に独占資本主義経済をその主要かつ基愈的な 

構成部分としている以上, 本稿で明らかにする独占資本主義の経済法則，諸矛膚とそのM 開形態は,. 
国ま政策によって消減せしめられうるようなものではなく，たえず作用しつづけまらを発現しよう 

としているし ' もし国家のそれぺの介入 . 管理がなくなったi すれぱそめまま発現，露呈せざるを 

えないもの，しナこがってまた介入，管理が有効でなかった場合には程度の差はちれ露呈♦ざるをえ

ないものである。その意味では，独占爱本主義の理論は, 国独資をもふくむ独占資本主義一*般の理■ ■ . . ■
論としての性格をもつものといえる。

国独資にかんする分析は，独占資本主義の理論に立脚したうえで,独占段階固有の構造と発展ニ 

諸矛盾の展開によって国家の介入 . 管理の政策内容がいがに規定されるのか,またそれらの国家政 

策によって逆に発展 • 諸矛盾の展開がいかに規制され .るのか，譜矛盾めM 和•解消がはたして達成 

されるのかどうか， . . . . . 'を解明していぐ必要がある。それゆえ，独古資本主義の理論は国独資分析 

の基礎にすえられるべきものといえるし , 本稿もまた，国独資分析の墓礎を確定するという目的を 

ひめている。 もちろん, これらめ点は今後， これまでの独占資本主義研究を基礎として,国独資分

析を実際にすすめていくととを通じて充分明らかになることであって，本稿ではなぉ簡単な方法論. -
的言及にとどまらざるをえない。’ '

. ■ ' ■ ■.' ；

效本稿での総括の素材は， 次に示す既発表論文で展開した理論である。’本精iではきわめて短く要約される 

ので，くわしくはそれらを参照されたい。

C U  - r市場構造と価格支配— 独占価格論序説J (度應大学『経済学年報i 5 , 1962年）

〔2 〕 r独占，厳お下の価格設定と価格の運動(l)J (本 誌 1963年11月号） .
〔3 )  •"寡占企業間協調の墓本的問題点J (本 誌 1964年3 月号)'
〔4 D 「競争段階*独占段階にぉけを生ま力の発展—— 技術進歩を中心としズー

C 5) 竊占企業の投資行動J (本 誌 1969年6 月号）

〔6 〕 •■独占段贈にぉける停滞ぽ向I (本 誌 1970年6 月号）

け 〕 .•■新生ま部門形成と掀大再生産め進展J (本Iぉ 1970年10月号) ，

C 8 ) び販売努力.!!と再生産J (本 誌 1971年！3月.号)、

C 9] ••独占資本主義の対外膨張と資本蓄積Ch)J (本 誌 1972年8 月号)
〔10〕 r独占資本まぎ症の対外膨張と資本蓄積(下) J (本 誌 197狎 5月号〉

また，関速稿としヤほ以下のもめがもる。

〔11〕 •■資本蓄粮運励における中小企業J (講趣《■中小企猿』第2 卷所収, , ぉ發眺 1960̂ 1̂ )
 106 ( 922 ) ——~
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C12D r独占価格，独占利潤J (伊東位吉他編r工業経済論J 所収，有斐113,166^〉 ，‘
〔13〕 r独占体の市場支配と管理|jj5格政策J  (f■新マルクス経済学講座ル第3 卷所収，有斐閣, 1972年)
C14D r現代資本,主義の構造と動脚ル（富塚三編 *■経済分析入門J 所収, 有斐賊 ld72^ 〉

なお，本稿では上記の論文をことで付した# 号と略称で引用することにする。 ，

第 1節独占資本主義論総括の塞礎視角

— ^ 甚本矛盾J と独占資本主義の;！造的特質 -
' • , .

独占資本主義の構造と .発 展 ，そ と に お け る 諸 矛 盾 の 固 有 め 展 開 を 総 括 す る あ た っ て ,ま ず は じ

めに資本主義6  ぎ本矛盾J = 「生産の社会的性格と取得の私的形態との矛盾J (以下では「基本矛 

盾J と略す) の独占段階における深化をとりあげ , ついでこの f■基本矛盾」の独占段階における展 

開のあり方を根底的に規定するところの独占資本主義の構造的特質一^< 独占の支配およぴ独占と競 

争のからみ合い> の構造一を確認する ‘。 ‘ 、 .  ‘ :
資本主義に本来的な基本矛盾」ホ ; く独古の支配および独占と競争のからみ合い〉の構造によって 

規定されつつ,独占段階固有のいかなる諸矛盾として展開していのか .,— ここに本稿におけ■る独 

占資本主義分析め総括め基礎視角があるからである。 , レ

I 厂基本茅盾丄の独占段階 Iこおける深化

. . . .  !

《1 ) 資本主義の基本矛盾の構成因である厂生産の社会的性格Jは , 独占段階では,それ以前と比較 

にならないほど高度に亮展せしめられている。 独占成立9 基礎をなす資本の集積 . 集中の高度な路 

展ま体が「生まの社会的性格」め深化ニ生産の社会化を促すと同時に,独占資本の形成はさらにこ 

の生産の社会化を格段とおし進める作用をはたす。 " 、，

資本制生まにおける「生産の社会的性格J は, まず主要な側面として,それぞれの資本制企業内 

での生産手段および労働の共同的. 集!^的性格= 社会的性格—— 合された共同的，集団的な労働 

による（かかる労働によってめみ利用され5 る）労働手段の集団!*め利用一をもち，さらに，社会的総 

労働の分業的編成= 社会諸部面の労辦の相互依存関係— 社会の全生^♦が全社会労働によって作 

.りだされるという関係 一 * -という側面をふくむものであるが，独占段階ヤは，こめいずれの側面?[>. 
y 度な発展をとげ, とく後者においては独 (±1段階l i i有のぎ§聘をみるC とが注目され(ぎ。

〉ま《1 ) T生摩の社会的性格J にふ<：まれるこのメつの伽两の、も, とくに前者を強調したのがエンゲルス（r反デューリシ 

グ論』〉であり，後者を強調しためがレ••■ュン (『人民め友とは何ぞや』）であ■ゥたのはよく知られている。この両側而は 

相互に挑斥し合うものではなく綜合的にとらえられるぺきで;あるが, 資本生參一般において，あるいは饒ヴt段階を前提 

にして卞ly本矛盾』•を考えるは♦もい， 飯有の私的?珍態』とi t 接対立するr生座の社会的性格J とは，まず何よ.りも，こ 

こで云う前者の伽面であろう。 ただ，無占段階になると後者の侧ifiiが固有り発展をとげIE大な態因としてな填してくる 

ことは本文で述ぺるとおりである。独til段階に化さたレュンがま者め側を強調した现山もそこにを)ったと思われる 

か，. しかし, 彼が条生途辦面の極度め資本集中という独占段隋の糊15;をもって資本主義一般における「生gfeの社会的性 

格」の普遍的め容であるかめように説レている点にはii腿があるとレ、；̂ねぱならな、（次の?M2を参照〉々

. ■.【107 ( 923 ) ’— "



r三田学会雑誌 j 67卷 10号 （1974年10月） '

まず，資本の集積，集中の高度な発展を基礎とする独占資本において , - r生産の社;会的挫格」の 

前者め伽面が高度に発展せしめられていることは染明するまでもないくらい明政でもる。すなわも， 

独占的大企業における , 高まが科学 • 技縮を体化し巨大か生産手後律系 (多種多熟の機械’装盧 

の体系) ，数 千 • 数 方 • 十数方にのぼる労働者め合理的な労働編成， れらによる計画的な集団的生 

産とかかる巢0 的生ま画有め労働生崔力の高度な発展ニ社会的労働生産力》高度な -発展 ‘‘‘.•" ‘V  
しかしながら , 独占段階における「生産の社会化_|の進展にウいて日リ 3̂1自すべきことは，そ.れぞ 

れの生産部面でめ生摩の独占的統谷を核にして社舍的規摸での檢生摩の全般的統合‘組織化へのい 

ちじるしい前邊がおこなわれる、ととである。 まず21要な生 i 諸部®を中心としセそれぞれの部面の 

生産が少数の巨大独占企業に集中されることは , をれ自体 , 生産の社会的 ‘結合P 進展を意味するみ 

みではなく , 相異なる諸部面の生産の相 ;5：関係を飛躍的に緊密化させる。すなわち，競争段階での 

諸部面間の相速開が不特定多数の諸企業による代替可能デや，いわは’相こ偶然的な .無数の細い  

余で結ばれたもめでっために反し , 独占化された諸部面の相互連関は,少数特定の独占企業同士の 

ル数 ib いわぱ太い系で結ぱれざるをえないような強い依存関 :係で 'も る (•"♦業で生産がストップす;K 
ぱ, • 社会の全生産がストグプせざるをえないような関後とさらに，独占資本主義経済の頂点に君臨する 

ル数 g 大資本とをのグループは，重耍諸産業のそれぞれを独占的に■支配するめみならず，原料から 

諸製品にいたる継的加工諸段階を縦断的に :統合 'したり,あるいは多種品生産企業として多種多 

様の生産部面を統合したり , あるいはまた非独占的大企業や多数の中小金業を株式保有，金 融 ：管 

理者派遣 . 流通経お掌握などの手段で自己の系列的支配下において実質的結★をはかるなど，，多数 

の慮大な生産諸部面を直接 . 間接に統合 . 支配するにいたっている。なおこの巨大諸独占企業相互 

のグループ化と非独占諸資本に対する系列的支g aによる諸生産部面の統合にさいして,とくに留意 

すべきは金融独占の役割である。巨大資本グループの多くはをの内部に飯占的な大銀行や,その他 

の金融靖機関を含^^ことによっ *̂：ーー貨幣資本と信用のもっす普遍的ま格丄および *■流動的性格」 

めゆえに , 社会総生産もりとあらゆる部 ]]g にのりだし , 統 合 •支配の坡充を促進していく  0 それ 

ぱかりではない。☆ iij独占の発展ぱ， f社会的規摸におい 't , 一‘般的簿記と生ま手段の一般的配分 

との形態をっくりだ字」 ことを通じて , はじめて社会的再生産過程を貨幣形態で計算t し管通する可

生をもたらす。 ‘
こう，して, 独占段階におけるィ生摩の社会化J は,たんに特定の独占的産業において原料供給や 

數品需要の概算の可能性とそれにもとづくその部® の生産の現美的管與をもたらすという券 に と,ど 

まちず，一- 国民経済における譜生要腐ぜ料め生産，供 給 ，運搬からそれらの加工請段階の生産，販

法< 2) レ*-二 Y全银, 大月書店，第 1 卷 1 7 4 ~ 5 K .た だ し ，レンはこれを独占段階固有りものとしてでなく，.資本主 

， 救一般の特徴として描いている点で間題がある一注（1 )参照。 .

( 3 )  k.M arx, Das K apital,Bdv lU, S*655, マルクスf資本論y 第 3 巷，青木書店版, 856寅。マルクス力♦'银行業につ 

いて述ぺたこめ言與t , 独占的巨大が行撒よくあてはまる。 '
— 10 8( 924) * 一*
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( 4 )
売にいたる総過程の一信の中心による管理の可能性, ざらにはネ土会的総資本と社会的総勞働の道要: 

諸部面への配分.編成の意識的統制の斑実的可能性を展望しうるとこちまで進む。それは,ま大独 

占企業による新技術の発明，開発過程の管理,新生鹿物生産め開拓の管理，さらには費欲望の操 

作にまで及ぶ。そこでは，資本制制の枠内やの社会的再生産総過粮とをの発展に対ずる全般的統 

合 ，組織化への接近,無政府的競争原理にかわるす計画原lij . 『統制原理/の作用魄囲の飛躍的 

拡大,がみられる。（このようなr社会化J こそ,きたるべき社会主義の物質的基礎である。と同時に, 国家 

独占資本主義の物質的基膝もここにる。），

もちろん，生産の社会化の飛躍的発展とい力ても，次にみるよう.に 「私[̂ め資本制的J 取得原則が 

いぜんとして貫かれ, そのもとでの生産り社会化であるから,それによって生産の社会化の進展を 

.れ自体も,ぢのずと一定の制限力;加えられ'•るのはい.うまセ,もない。，ほ大独占の支配する独:占部門にあ 

' っても，‘単一め独占資本が全的に支配することは例外であって， 「私的資本制的J 所有に立}ia iした 

独立した複数，少数のき大独占資本が，競争.対立を内にふくみつつ共通の利緯の追求のために傲 

調しているのが通常だしまた，独占諸部門以外には， 「私的資本制所有に立脚して多数の資 

本が競争しネゥている競争的，非独占部門が存続しているのである, しかしそれにもかかわらず,
巨大独占資本の成立を甚軸としズすザむ以上めような生産の社全イヒの飛躍的発展.生産の社会的沖 

格の格段深化は，独占段階固有.の特徵として強調すぺきものといわわぱならない。

.■ ■ . I ... ' . . ■ ' . - ■ V ■,
( 2 ) 以上のように , 独占段階においては生産の社会化が飛躍的に進み「生産の社会的性格J が格 

段と強められていったが，それ (こもかかわらず取得の「私的資本制的J 形態の方は,—— 定の対応的 

変、化をふくむとはいえ,そめ甚本的性格自体は一貫して不变である。

所 有 ，取得形態の变化としては次の点があげられようレまず,独占大企業は競争段階で普遍的な 

資本の存在形態，.Cあマた個人資本ニ個人企業と .は異なり，会社資本ニ社会資本（Gesellscha'ftskapitaり 
として社会的生ま手段と結合労働とを支配して労働生産物を取得し，独占的巨大銀行との結合.金 

融資本の成とともに , 社全各層の所有する貨幣*潜在的貨幣資本を社会的規模で勘員するように 

なる。 これに対応し，生産物を直接取得するのは個人所有者ではなく会社白体となり,,蓄積も会社 

組織によって会社資本の'増大として行なわれることとなん (会社?^本の巨大化. グループ化とともに， 

会社資本の利得り所有者別分け前における会社♦機関の比率は値向的に増大し，他の会社 . 機関.組織それ自 

体が一会社の支配的な大所肴資本家として，の地位を占めるようになり，個人の持株比率は傾向的に低下してき 

ている。それとともに, 職業的経営管理者の役割の顕著な高まりがみられるし,利潤も所有資本家に分配され 

る部分に比して, 会社資本自体の増大にむけられる都分が増大す:る觸向もある。 ここから, 巨大独占資本の利， 

潤の取得と蓄積のあり方をめぐって，いわゆる経営者革 (̂̂ ?|命などのイデオロギーもでてくるのである。）‘
また，，独占大企寒は，倾格 i 配に i る独利潤の収摩を通じて , # 独占資本との間に収泰.被収 

海をふくむ不平等な関係を作りだしていくので,ここでは , . 競♦段階における利潤の諸資本によ ;^
注U j レーニ ‘ノ r帝国生! !論J 第10霞 ，造波文姐版204〜5頁参照/  ，， '

(5 ) K.Aiarx, op. bit., S .4 7 7 ;カレクスf資本論J)糖3巻，青末勘占版, 621其。 ' /
- ^ 1 0 9 ( 9 2 6 )
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.均等配分という取得原理は大きな変更をこうむっている。

以上の諸変化は，生摩の社会化の進展への対応、であると同時に，かかる諸変化によってこそじ》で 

みた独占資本を主軸とする生産の社会化の飛躍的襄展があったのである

しかしながら , とのようなま化にもかかわらず , ここでまず厳調しなければならないのは， g 大 ’ 
独占資本の r会社資本J 的な所有と取得とに貫かれている「私的資本家的J 性格である。

第一に，いかに巨大な会社資本においても，その所有形態や取得形態における"社会性，’ ほ，真 

.の社会性（全生産手段の全社会的所有に立脚した社会的労働の発現とその社会的労働への参加= 自己労働に立 

'脚しての労働の成果の社会的ならびに個人的な取得）とは全く貧を異にするものである。生 産 手 段 の 有  

から切離された賃労働者の存在を前提とレ , 彼らの社会的労働の成果を，私人で .あれ法人であれ , 
.社会め一部構成員が自己の労働に立脚するととなしに.たんに資本の所有者たる資格において取得 

するという取得の *■私的資本制的J 性格は , 個人企業の場合と同様 , 巨★会社においても一*;» して 

貫ぬかれているのであるし /  (全社）企業資産の増大が，他人の労働の取得ニ掉取r ,もとづくもので 

.おり，レナこがってまた経営の目的が利潤の獲得‘ 増 大 ，蓄積にることも個人金業と全く異なると 

こるはない。そればかりではなく，職業的経營者によって組織的に運営される巨大輯占会社におげ 

る方が，個人資本家の直接的支配下にあり . その個人的力能に左右される個人企業におけるよりも , 
最大限の糾潤迫求，^ 大限の俩値増殖という資本の機能，連動はョリ純粋に . ョリ合® 的に，客観 

イめな存在たる資本の自己増殖運動として現われる。労働支配においては，管理者層を言成•統合し 

っぅ,はるかに強力な組纖的 ; 合理的な管理■支配体制が現われるし , 利潤追求の徹底化としての 

f■独占利潤 / の収奪においても，かかる経営者によって，長期爱本利潤率の極大化がはかられ,そ 

こでは，巨大独占資本（およびそのグループ）による資本主義的摊取と収$ の共同化，全資本に•よる 

.摊取の成果のョリ少数者にょる独邮« ，が行なゎれるのである。

なお，巨大会社において配当率が抑えられて会社資本の蓄辕が進められるという向も，決して 

資本所有の経営支配力一般の後退を意味するわけではない。 それはむしろ，大所有資本家（機関で 

あれ個人であれ），と機能資本家（経営者）の共通した私的利盆め迫求の結果で’f cるとともに,（資本規 

摸 . 生摩鋭摸の巨大イ匕したもとでの）その合理的ギ段なのであり, またそこ!:こは,彼らによネ翻小所有 

者の貨幣.資本の一方的な独占利用の関係が示されてい る の で ある。

《3) 以上のことは，資本制生産に本来的な「墓本矛盾J の成熟を意味する。生まの社会化の飛躇 

t的発振 ♦生産の社会的性格の格段め強化,それによる社会的労働としての労働の生産力のあ展がす 

すんだにもかかわらず , 「私的資本制的」所有と取得のゆえに , 生産の社会化は,強力かつ組織的 

' な労働支配の管理体制と結びついて巨大独占資本の組織的な摊取と独占利潤め増大のたあの手段と 

して，その方向ですすめられるめだし，社会的労働め生産力り発展め成果:は少数の独占資本のもと 

-に後積されていくのタある，そ れ ゆ え に そ , 目:大独占資本は強力か技術開 !^ 能 力 ，生座拡大能力 

• — 一' 110{ 926 ) ———

独占資本主義における諸矛盾の編成と展開 

をもも長期i t 画的に経済活動を遂行していくにも力、かわらず,階級対抗においても t 技術開発•生 

j i 力発展においても , 資本蓄積，生産拡大おいても,独占固有の激しさをもった矛盾を内包せざ

るをえないことになるのでわる（-=独£ 資本主義が国家独占資本主義に転成せざるをえない経済的根拠)。• , . .、

また, 所有と取得の私的性格を廃絶するととなしに独占資本の主導で生塵の社会化がおし進あら. 

れると:いうことは, 同時に, 生産の社会化自体に一^定め限界をもたらしっつ，独占と競争CD複雑に 

からみ合った独占資本主義固有の経済構造をつくりだす。そして >■基本矛盾丄 はとの構造に想定さ 

れて，独占段階固有の新しい質をもった諸矛盾として展開* 発現することになるのである。それゆ 

え，つぎにS の独占資本主義の構造的特質を指摘しておかおIぱならない。

n 独占 '資本主義の構造的# 質一く独占の支配および独占と鶴争のからみ合い〉の構造

少数巨大資本；独占体 (金融独占と種々の形で結siKついているま業独体) が基幹的•基礎的な生産請 

部門を支配し, 独占価格誤定を通じて独占利潤を収奪する^；とは，資本主義の独占段隋•-般の甚本 

的な特徵である。独占資本によるかかる独お価格設定‘ 独占利潤収奪が可能となるのほ，資本の集 

積 ，集中の高度な発展にもとづいて，高い集中度と高い参入障壁とをあわせもった独£ 的市場構造 

がうみだされたからであるb 資本の集積，集中を通じて巨大資本となったま占資本は,独占的市場

構造において，高い市場集中度のも i ：で少数独占資本間の協調によって部門内競争を制限すると同. . '  . -.，

時に，高い参入障壁によって部門外からの競争を制限し，生 産 ，供給さらには投資までを調整しつ 

，っ長期資本利潤率を最高にするような独占価格ニ参入阻 iL最高利！!率を実現するような独占価格を

設定して巨額の独占利潤を長期にわたって取得するのである。 このようなことは,競争段階の資本. .

生義にはみられなかった決: ^ 的変化である。

しかしながら，独占資本主義が社会的生産手段の私的所有を基礎とした（それゆえ{：こ競争をその 

基本的属性とする）経済体制たる資本主義の一段階であるかぎり，- 独占資本の形成，巨大企業の独 

占的盤調の達成も決して , 競# を完全に挑除することほできない。 '
. まず, 独占的市場構兽とt 、づても,単一の独占資本が当該市場を完全に支配し部門内競争を完 

全に排除してV、る場合は例外であゥて,:少数大独占諸資本が相互の協調ニ競争制限によつて共 

通の利益= 執占利潤の取奪を追求しているのが通常であるし, そ 場 合 , 少 数 独 資 本 相 互 協 調  

も, それはあくまでも個々ゐ独立した独占資本の間の協調にすぎず,決してそれら相互の対立関係 

を止揚するものでほない。個々め独占資本の追求自標、はあくまでも自己め資本利潤率の長期極大化 

でもって, この個別的利益の迫求において相2 の協調が有効かつ必要でるかぎりにおいて共同の 

利益力る追求されるのでi b る。あれゆえ，11す場が急潔( ^ 拡張したり, ぁる独|^^資本カ觸斯的な新技術

注（6 ) くわしくは，前揭論文1 r市楊揺造J を参Mされた 

(V) くわしくは，前揭論文2 r価格設宠J を参照されたい，
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を開発したり .した場合などには，協調にかわって , 対立ニ鏡争が前面におどり出るし,また価格面

での協調を行なぃっっも,価格面での協調を破らないよろな非価格的諸宇段による喊売拡競争が

激しく展開することにもなるめである。それゆえ,独占部門における少数巨大独古資本め行動にっ

いては; 相互の協調==独占という側と，相互の対立ニ競争という侧面との . f t 対立する両面もふ

くんでいることを認識することが決定的に重要でる。 また, 高い参入障壁にもとづく参入胆止ら’
潜在的競争の制限という側面にづいても, ネれがくまで鋳争の "一定糖度め制限であって競♦の處

絶でほないこと，そして参入障壁!^体がその性質上絶対的みものでなく市場や技術め条件次第セく

ずれる可能性を内包してお ! 独占的高利潤め獲得がかえって,他部門の資本によ'る代# 技術の開

発 ，参入や，代替商品の開発とぃう形でめ競争を刺激すること，を見失ってはならない。

さらにまた，一国全体においては , 独占的支配の不可能な • 競争的諸部が広饥に存続すネ。産. . . . .
業の中には市場や技衛上の譜条件によって集糧•集中と独占化め進展が制約されて相轉的に小規摸

の企業力';i 立できる分野が存続するぱかりでなく，資本主義経k ゐ発展ととも i こがかる分野が新た、-' , . . .  * ；

に生みださ;K る。そして，それらの分! # では多数の中小資本さらには小生産者が,独占的諸部門に
. ( 10) , ■ •

よる» をうけっっ，それによって競争をバ激化させられっっ，存続をっづけるのでもる。

それゆえ , 独占資本主義の構造的特質としてほ , 幹 的 ，基礎的舉産諸部門における少数臣大資 

本 に よ る 独 的 支 配 (独占的価格S ：配 ，独占利潤収奪) を基軸1C•すえねばならなぃが , Yこの独占支配に 

っいてもそこには独占相 :S：問 め 对 •競争がふくまれていることを認識レなけれぱナダらないし社 

会全体としては , 独占的諸部門と競争的 • 非独占的譜部門が併存しているなと,そして独占資本の 

収奪が非独占部門の競争の基礎上に可能となるが，この収薄が反って非独占部門め競争を激化する 

という関係にあることを認識しをければならない。本稿では，以 の よ う 'に，独 ;S 資本のま:配が行 

なわれていることと，かかる独占支配が競争を完全に挑除できず , 歲 争 ，对立をふくみっっ,それ 

らを倍加しっっ存在することをもって， 独占資本主義の構造的特質としぃこれを  < 独占のま配およ 

ぴ独占と競争のからみ合い>  の構造とよぶこととする。

. - X ■ . •- X - .. . X ..
この< 独占の支配および独占と競争のからみ合い>  の構普は I でみたとともの r塞本矛盾」の辰開を. . ', ，， . .  • . .

根底的に規定する。 I でみた独占段階や激化する「盛本矛盾J 力 独 占 の ま gaおよび執占と競争のか 

らみ合ぃ>  め構造によっていかに規定され , 独占段階画有の諾矛盾としゼいかなる形 'で展開，発現 

していくか—— ことに第2 節以下の考察の基礎視角が定められねぱならない6
「生産は社会的になるが，取得は依然として私で . feる0 社会的生ま手段は後然として少赛tの人間 

の私有でぁる。形式的に認めらみた自由鏡争の一 般̂的な特はの^^づてぃるが，少数独占者P その他

法（8>  くわしくは，前掲論文3 >■族占企劍13協調J を剣城されたい。 

( 9 ) 前海論文1 マホ場溝造J 雄 } 摩;雄お節参照。

は 編 成 雖 ‘
‘D住民にたいする圧迫は，いままでより百倍も重く，きびしく，たえがたいものとな

r独 は ，自由競争から発生しながらも，自由鏡争を排除せず，自由競争のうえに,またこれとな

らんや存在し，とのことr よって, 一速のとくに鋭くてはげしいネ盾，i L操，紛争もうみだと.独

占は資本主義からより高度-の 制 度 へ の 過 渡 ゼ あ 、’
ことに引用したレー,ユ ン の め 文 室 は , 彼 の f■帝国主義の論理展ぽ全休を貫く分析視角で

あるとも富"えよう。をの点で, 本稿はレーユン帝国主ま論』と基礎视角を同'じくするものである。

問題を独占資本主義一般の間題として把握しまし,いかなる連のとくに鋭くてはげしい矛盾J
がどのように展開するのかの法則性を経済理識として体系化すること，そとに課題がある。、

- - . . . - . , . . . ，. ，- . ，:： ' : . . .  ‘ ：. . . . . . . .，■ ■ ■ '. ■ * ■  ̂ ■ . ■
第 2 崩 独 占 段 階 に お け る 摊 取 と 収 奪 の 構 造

' 園’ . '> ■ ' 、. . . ' ■ ■■
独占參本主義における譜矛盾の編成と展開を考える .場■もまず最初に着目すべきは,独占段階に

おける掉取と収奪の構造である。巨大独占資本の成立ニ独占的支配の成によって作りだされた独

占段階固有め摔取と収ギの構造は，独占段階における資本蓄糖り展を根底において瘦定する:もの

である力他面では , この独占段階固有の資本蓄積0 進 展 ，矛 盾 の 開 に よ っ て 掉 取 ♦収奪，ネれ

にもとづく階級対ホが少なからぬ影響をうけるという関係にある。われわれがまず粋取と収灌わ構

造==階級対抗の構造に '着目するのは , それが独段階{"とおける資本蓄積の運動を根底において規矩

するからである。 さ'らに第二に，資本蓄積の進塵にともなう構造的資本過剰等の経済的諧矛盾の展

開か，独占資本主義体制の倦:機 i してあ) らわれる力、どうかということは，そ.の経済的諸矛盾の激し

さのみではなく, ネのもとで伴制変取主体が:)条件が成熟するかどうかにかかっているのであるか

ら，こり意味から'も, まずもって独占段階における摔取と収奪の構造を把え,そのうえでそれによ

って規定された資本蓄翁の進展等が， 'との摔取，収奪とそれにもとづぐ階級対抗にいかなる影響を

及ぼすかを見ていくととが必要なのである。 ,
■ ■ ..... . . ； . ' ■ . . ■ • . . ■ . . . . . .‘ - '■ . ■ ' . ' ' ' ' . . ' ■

I 生摩の集積•社会化と階級対抗

独占体自体におけネ資本の集糖，生産規模の巨大化は,同に独占体によって直接摊取される労 

働者のいちじるい集積を意味する。 また，独占# による部門内および複数部p g t わたる生摩の集 

中 ，統合は,きもなければ多数の諸資本によって分割支配されていた労働者群を同一の資本のもと 

ベま中 . 統合する。競争段階で、多数の , 相対的に小棋摸の資本制企業 f c分散していた生廣レ摊取 

の場) は，独占段階で、は少数の巨:犬な企業 (工場）のもとに集糖 • 集中され,いまや庞大な数の労働 

者が少数[ I大轨占資本の直接的支配下におかれている。 ，

近代技術を# イヒした巨大な4 産機 ;[博は，労働者をますます近代的プロレタリプートとして陶洽す

法(11〉 レーユン*■帝国主義論ふ岩波文雄版43直。 

( 1 2 ) 同上, 144^5真。
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るし,巨大独占休か愿大な数の労働者を同一の意志，命冷•，機梢のもとにおぃて組織し管理，支配 

することは , r資本制生ま過g そのものの機構によって訓練され結合され組織されるどとろの労働 

者階級め银逝_ ! の基艇ネ挺供する。独 ti^段階における資本対労働の对立は,巨大化した独占体の生 

産過程そのもの☆主5^な場とし , 撒夫な資本力を擁する独占資本と庞大な数の独占体労働者Q 組織 

との間の対立を，主 -要なあるいは中核的な内容として展開し成熟し ' t いくことになる。 もっとも,
'  .  ；■ * /  . .， . - . .  . - - t

独占段階ズ' も, 多数の非独占的な大中小の諸企学とそれらのもとで摊取される労働者力';存在しつづ
，， . .  ： '

ける力V しかし, 全般的な集積 . 集中を通じて ! .̂大独占資本め労働者が全労働者'の中でいちじるし
, ■ ： ■ • - , レ： . . .

い比重を占めるにいたっていること，資本による労働め撑取の場*それゆえにまた資本対労働の根 

元的な対決の填がかかる巨大な独占体にいちじるしく集糖されるにいたっているととに,独段階 

の摊収と階級対抗の第の機造的特徴を！!:出すことができるb '
重要な諸生摩部I i iにおける巨太独占資本の成立，支配は , 前述したごとく，社会の諸生産部面相 

- i t 緊密な相S 関速をつくり出すが，とのことはレ資本と労働の両者に , そ,のM する f e 々り企業を 

こえ, その属する生産部® をこえる , それぞれの階級的利害の共通性を強く認識させる基盤となる。 

たとえば，ある大企業 . ある生産部 i i iにおける'労働者のストライキは，関速諸部®の生産に深刻な 

影響を及ぼすから，関速する諸部面の諸独古体は,暴なる部面に属しそれぞれ独立した企業であぅ

ても , 対労働関係において共同の利書をもつ連帯性を強く認識するし,労働者もまた異なる摩生産• . .
部® にわたって結合し闘争してぃくお効性♦ 必要性を自覚していく。 独の支配する生産諸部面は， 

社会的再生ま構造において枢要な位置をしめるのみではなく，.かかる強い相互依存の関係におかれ 

ているので，独占資本とき!^占企業労働者はそれぞれの組纖的結集の中核となり， したがってまた総

資本対総労®Iの対抗の中核となる客観的根抛をもっている。

< 補足>  以上では労働者階級の中，6 部隊である：!:場労働者に焦点をおいて述べたが，独占段階 

では独占資本の履用する者のうちでいわゆる"新中間層，，的人間が増大し,基本的な階級開係があ

..いまいになるとい，う..間觸がある。.
{ ! ) 巨大独占資本のもとでは，生産規模の飛躍的拡大と独占固有の社会化.計画イ匕の進展にもと 

づいて, 生摩，流通，信用など経営のあらゆる部面で計算と技術的管理の必要が!̂ ばり，そのため 

大量のホワイト，カラー労働者^ ‘算 *鶴記労働者をはじめとするき務労働者, 工程管理，在旗 

管起などの労傅!者參—— が雇用される。これとともに，後fこみる独ti}企業固有の激しい販売努力の 

必要から広告. 宣伝，セールスなと，販売努力に従事するホワイト. カラし労働者の大軒:が形成され 

る, このはか，金融資本がJ支配のもとで, 銀行そCD他の金融機関におけるホワイト. カラー労働者 

の增大も顕箸で^^るノ以上の各種ホワイト，カラー勞働者は，ー面でぱその任まの性質上'，工場労 

働者とはちが生廣過程で訓練 *陶冶さ;K るわけでなく，生摩のり方を根底から変'取する生後 

部隊にはなりえないが，しかし他而では，彼らの賞労練填とt ての驻本性格，貸金水，の低さと'タ

j i 内容の空純化は, 彼らの階扱的自覚と速帯を促す。 •；

{2) 大独占体は, 傷糖されテこ!;{!大な效の労練j者チど合理的に組織し支配していくための管理機構

■̂ (13) K.Marx, lias KaDitalr Bd.» I, S -803 »，'^ル "̂ス..*'資本'11̂ 』̂第 '1 教，.〒ず木ftr店版’ 115ケ肖。
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.  独占資本主義における諸矛盾め編成と展開

，と:それに対応した経営者を)買点とする管理者のヒエラルキーをつくり，資本家階級に属する経営邀 

以外に広巩な中下層の管理者群をうみだしでいく。彼らは面て i t 資本の権眼を二部養讓され労糖1 
支配の機能を代行することによって, ますこ3 リ上の地位への上昇志向をもつことによって，ま配階' 
級との一体感を共有しがちである'。この傾向は上層め管理者をこなれは'なるはど敛、が, に■下層に 

なれぱなるほどヨリ上層の管理者に支配され, 管理者としての実体を宠分もたされないことを 1̂よ>
て，被支配者として労働者階級への共感をもつことになる。 ，; . ，‘ - ' . . ; : . ，.' ，. ' - 

. •
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n 独占体【こよる支配ニ収奪関係  し

独占資本主義では , 独占段階画有の独体による支配 =-収ま開係が普遍イヒ，恒常化しこれによ  

って鏡夢段階とは異なる r掉取と収絲ウ構造」• 階級諸関係がらくり : ^ されをこととなる。 ：

独占価格 • 独占利潤にかんする分析によってすでに明らかに•したごとく，独占休は,、高い市場集. ' ■ . . ■ . ■ ' .
4 •度と高い参入障璧をもった独占的市場揺造☆基踏よして，部門内の競争および部門外からの競争

を制服することに I よって価格を支配しこの独占価格を通じて巨額の超過利潤:-独占刺潤を長期的

に実現する。 この独占利潤は , 独占資本と競争部面の経済主体（非独占資本.小生産者.消費者）i の 
,

いだの不等価交換にもとづいて* . ( 独占,がナギければ）競争部面の経済ま体に腐すベぎ価値の-^部を収

奪しおものにはかならない;> との場合 , 独占資本はまさにその独占のゆえに,所与の条件下でもづ

とも有利な価格を設定してこれを相手に強制する力をもち，傅方競争部面の方はまさにそめ競ホめ

ゆえに, この独占による収奪を甘受せざるを ,えない関係にある。 ここヤは，競争段隙での商品所有

者間のま由，平等の開係に代って，支SB従属をともなう不平等の関係が普遍化L 恒常化する。 との ' • . ， .
支配ニ収奪関係こそは独占段陪においてはじめて現われた独占段階固有の開係にほかなちない。

， ’.....， . . . . ，: ，''........ニ . ' . . . : . . .，...'.； . . .

( I ) 非独占資本に対する独占資本の支配ニ収海関係。 —— この支配収.関係がもっとも直接的な

形で行なわれ赤辣スに現象するのは,非独占企業の主耍生産手段とくに主要原材料が独占体によっ

て供給される場合, あるいは非独占企業の生産物の主要なI坂売先が独占体の場合であるン前者でをt
生産手段の価格が生産価格以上にっり上げられること (独占制格）によって，後者では製品価格が生

産価格以下におし下げられること（独的購買価格 ) によって，非独占資本はその平均利潤（燥争が

全面的に支gelしたとすれぱ実現したで、あるうネ綱)，のン部を独占体に収海される。 （商ロも売買を通じてめこ'
のよう.なま配ニ収奪関係は，しばしば資本参加*金融 ‘ 技術指導:などの諸¥ 段で特定の顧占体とその支配下に 

,  , ' * 
緊縛された非独占資本との間でa リ恒常的. 安定的なものとされる。いわゆる系列支配。）

f l5 )  ' .，' ■ ■- . ' . .

すでに別稿で撒調したように，独占部門は , 庞大な市場をもつ部門‘したがて多くの部門に原 

材料 . 燃 料 ，動力などを俄給する基幹的な諸生産手段生摩部門のすべてにわたって成立していく傾

> ± (14 )前揭論文1 , 2 , 1 3 , およびとくに12 • 独Iお利制Jc
(1 5 ) '前辟論文e 「傳滞域向_!ウ序説を参照されたい。

m ( 如 ）
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向が撒いので , 上のようにホ耍原材料が独占体によって供給される場合以外でも，非ゆ占資本のナ 

ベては，牛.産手段の購入において多かれ少なかれ独占による収無を ‘うけざるをえなV、(^で,，かかる. 
収あ の̂影響は非独占資本全般におよぶ。，さらにまた，多くの場合見落されてはいるが， この直接的; 
ゲin★による直接的収奪の他えも，独占，ホの収奪は非独占資本全般及んでいる。すなおち,非独

，[i詰•部門の問で競争ニ資本移動が行なわれているとすれば，競争は,非独お諸部門での利潤率を均等
-• ' ' 、’ ，

化させていくのヤある力' ; ,，とのことはとり,もなおさず，独占# :による収奪を全体の非独占部門に被 . 
散し , 全非独本が共同で被収奪の負担を鱼っているという関係にあることを意味する。'

独 rtf体による非独占資本に対するま配 - ' 収奪関係は，独占体力t独占利潤の収海によってヨリ— 層; 
独占的支配力を強化し，他方非独占資本は被収奪によって資★蓄積力を弱化させられ , 競♦部面で - 
過度の競争を余儀なくされるという梢S ：の運，めなかや，制匕されりつ再生廣きれ，社会 6^総て資本: 
の独 ili対非独占‘への分裂 , 支配ニ収奪者と禅支配ニ被収奪者とへの分裂，独占,#げすの利潤率と非独 

i!i部門の利潤率の格差ますます決定的なものとなっていく。 ' ’
いま」つ6 収奪される非独占資本め間でも , 被収ぜの極度，低められた利潤率の程度も決して—■ '  ，’. ，，.ド ■ ' -

様ではない。非 独 占 競 # 的 部 の な か に も , ある程度の高さの市場集# 度 ，参入障壁のもとで競 

ダtをある程度制限しうる部門，したがって独占体による収奪を生産物の販売を通じてある鍵度購買

者に艇嫁しうる可能性をもつ部門から, 全く激しい鏡#■を行ないしたがって被収寒の転嫁b 全ぺ不 .
8 * • '

可能な部門までさまざまである。そして非独占諸部門のな}6、でも，資本族動は完全に自由ではない 

ので，非独占譜部門間での利潤率の均等化（被収奪の均等化) . もま由に資本移動が行なわれうる各階 ‘ 
層において行なわれることになる。それゆえ,独占的収奪の結果としての国定的な利潤率格害も多 

層的な利潤ギ格差として現われる。競 争 制 限 の 程 は , 基本的にほ資本の集積，集中の発展程度に ,
よって規制されるので， この多層的な利潤率格塞は（集猜 . 集中の発展程度を近似的にしめす) 標，的. • . . . , ， ..
資木挑漠の望に照応’する傾向にある。 ごうして，主要生廣諸部門における巨大独占の強力な支配を- 
頂バぇとして，多数の小資本が激し '̂ 、競争を行ない直接* 間接の激し、収摩をう‘けている部門を最低, 
辺として，収痛，.被収奪の程度を異にし，利潤率を異にする階層が多層的に形成されるのでもる。 

独占段階でいわゆる中小企業間題が, 非独占資本の中下層の経営困難として発生し存続しd づける, 
极拠は以上のんひこある。 （なお, 非独ぶ資本のなかk：も被収摩の程度を興にする階層があるという以上のこ.. 
とは，非独お諸資本相S 間で行なわれる下請，再下請 . W々下諧関係に反映されている。:）

(補） 独占資本Iこよる社会的货幣資本の一方的利用
■ , ' • ■ ■ , - .  . . ；

独》̂;資本は, ー方では巨大株式会社の機能を通じ, 他方では独占的巨大銀行との結合を通じ,広 

机な糖® から社会的’ す本を動員’• 利用し，自己の価値增敏に役立てる。これに反し，中小資本 

は株式形態で社会的資本を動員できないだけでなく,'奴行制魔の利用においても著しく不利な立場

注 ( 1 6 ) 前!S論义1 1 ivj1小企勢シを参Mされたい。

1 1 6 ( 9 5 2 )

独占資本主義における諸矛盾の編成と展開 '
*1

におがれている。 /
資本主義における•■信用および銀行制廣J は,もともと産業資本がその回転循瑪の中で生ずる遊 

体貧幣資本を相2 に翻通しあう体系であり，これf cよって社全遊休貨幣資本の現実^本への化 

が可能となり，社会的a資本の蓄積が者しく促進されるので;ある。同時に• 嫩 制度ほM争廣階にお 

,I 、ては刹潤率の一般的均等イ匕を媒する機能を果したのセもって, そこではこの社▲的遊体貧將资 

本も，またこれを核として後行によって創造される預金ョ仮空資本も,:をの利用の機会は原助とし 

てす-<て£9産業資本にひとしく開かれていたのであった。 '
独占資本主義段陪では，この •■信用および銀行制度J は，金融資本（独占的大産業資本ど独tiiめ;)く傲 

行め結合:）の手v i独占的に掌握されて， その役割を箸しくま化させる。 冬れはもはや, 全座#資本 

の平等な相互利用c>体系セはなく, 利润率の,一般的均等化を保障する機情やもなくなっている。独 

占資本はその金融面における独占力に応じて社会的貸幣資本を自己に有利に配分U かつをれを低 

廉なa ストで利用することによっ て,そり独占力ニ支収奪力をまずます強イ匕するb 非顏古諸資木 

は逆に, 全融資本の管理下におかれた社会的貨幣資本のコ部を不平きに配分され,相对的に高いコ 

ストでのみその刹用を許される。—— ここでは，非独占諸資ネは白分たちの階層の諸資本力t全体と 

して銀行に貸与（ま金) した貨幣さえ充分に利用できず， それをまらに対•する独占資本の支配力強 

化のために提供するといった不平等‘な開係の中にお力みて,いるのであもなお,以上と類似した関 

係が農民，小商工業者，そして預金者大衆と独占資本との間に支配することはあらためて言うまで. 
もなかさDo ' -
以上のように，金融面での不平等はそれ自体として問題であるぱかりでなく，独占資本と非独は 

諸階層のそれぞれの経済的力能の間の格達を拡大させ, 本識で見ところ (Dま収奪関係を強化 

する撑割を果す点で大きな問題をふくんでいる。さらに, ま業得環の局面によぅては,信用利用の 

可杏が企業の死を制することがしぱしぱ'やあるこi を考えると上ウような不平等な関係めもつ重 

’要性はョ？一層うき上ってくる。（「中小企業問題J•がしぱしぱ中小企業善ぎ! 間® としてぬiki面を朔 

くもって登場してくる:とと，.また国家による中小企業政策が金融政策を一つの主要な柱どして行な 

われる根拠はここにもる。） ■ '

，とれら小生ま者が属するの'

，ま ^̂

( 2 ) 農 民 ，手工業者など小生産者に対する独占支配ニ収摩関係。

<は，非徘占資本の最低辺よりさらに背酷な競争にさらされている諸部面であり，独占体による収奪

と非独lii資本によ .るその再粒嫁の ‘' しわ寄せ" をうけ ,る最末端でる:& 生産手段と製品の売買にお ■ . -
いて, 被らは剩余生産物のすべて，さらには賃全範轉（必要生活費部分〉にまでくい込むような収薄* ' . . . . . . .  ；

をうけている。中小資本の経営困難が被収寐r よる利潤の減少* 蓄積困難を，味していたのに対し ,
ここでは経営ま難は即生活困難を意味するだけに問題は深刻- e ある。それにもかかわらず,これら. . . .  .. '一.
は競f t 段階とは異なって容易にはプロレタリヤ化せず, 独占段階固有の慢性的過剰人口（本稿第4 節 

参照）め庄力のもとで, . 小生産者として滞留せざるをえないので，その下層部分はむしろ相対，的過 

;剩人口とレての性格すらもっている:といえる。独占段階で大量0 小生産者がき迫しつつも小ぎ産者 

としての存続をつづけ，いわゆる，業間題および小商工業問題が深剑かつ恒常的な社会問題としヤ 

.登場してくるゆえんはことにある。 - .

1 1 7 ( 9 5 5 )
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( 3 ) 消廣者大银に対する独占の収海。…ー消費者はその数の庞：；Mさ，その分散的存在のゆえに効: 
東的に Iさら☆組織して独占価格による,収灌に対抗するととは困難であるし また最終消費者として 

の性質上他にそれを f e 嫁する可能性を - ' 切もたなぃ。消費者は , :消費手段の独占械格によって，あ, 
る\ 、は生産 ::}i 段の独ほ価格の影響による消費手段の価格上昇 (披収奪のIS嫁) によっズ，不等価交換 

を余儀なくされ , 所得の一部を収奪され実質所得の削減をうけるのであるが , 独占部が ,.消費手  

段のなかでも大量消鼓される大衆的消費手段め分野に多ぃととをきえると, 労働者》農民などの小

生産者層 , そめ他の中 ‘ 低所得層に属する大衆こそが,消費手段における狹占滅格による被収奪を■ ■ ■ ■ . . . . .  ' ... ' ' .1 . ... ' ■
うける主要部分を、なすことは明らかであ.る。かくして，労働者階級は直接的生産過程における資本 

の摊取とともに, 流通過程におぃて独占体の収奪‘をうけ, 労働力商品☆ 換における平等•等倾交換 

の仮象すら破られることとなる。他方，i i おその他の小生産者は,生ま者として生産手段の購買や 

生産物の服売{"ぐおいて収奪をうト]■るぱかりではなく，消費者としても収奪をうけ,生活困窮は倍加 

する。労働者や小生産者は元来所得水準の依ぃ層だけに,独占による消費者収奪のを活に及ぼす影 

響は甚大やある。 ‘
. -  ， .

. ' . - . . ‘ , , '  . •

( 4 ) 反独占蓮動への結集の可能性。—— 以上のように , 独占体による収奪は，労働者階級の生活I
. . . .  - ■ ■, , . . • ， . ，

困！！を倍加するぱがりでなく，農民その他の小生産者の生活罔難を恒常化し，農業間題,小商工業 

問鹿を不可避とした。他力 , . 非独 (5.資本のうち被収寒の転嫁の困難な中ド層に，経営困難を恒常化 

しすこ。 これらの諸問題は , 独古資本主義の構造のもとやは不可避的でるぱかり 'か , 独占資本の支: 
.配ニ ! ^奄体制の強化にともなぃますます深化せざるをぇなぃ。 ここに, 独占的收奪への反対が反独 -
占資本主義の運励に発展し， 労働者階級の体制批判 • 体制変革:の闘争に，農民その他の小生産者や. . . .
一部の中小資本家層までが加わる可能性の物的墓礎がある。 もちろん，農民その他の小生産者は，

- ： . . . ■
小所有者的イデオロギ一をもち , 分散的存在による団結の困難さをもってぃるし , さらにまた中小， 

資本家は経営難のもとでも資本家的イデオロギ一をもちつづけ , ’ 経営難を雇用勞働者の労働条件恶 . 
化によって打開しようとするので， この闘争への参加の可能性を過大視することはできなぃ。 しか 

しながら，恒常的な独占による収奪がこれらの層にまでも反独占意識を定着させ，私有制 き わ め

て雖な支持者でありそめ意味で資本主義体制雑持の社会的基盤をなしてぃた小生産者すらが , 独:'
占資本主義休制反対の闘争に加わる可能性をうみだすとぃうことは , 独占資本主義体制が，深刻な

危機を構造的にはらむものであることを意味してぃる。 .
■ . . ，， ：. ■ . .

m 独 A 体 |£；よる収奪の構造が擔取関係んおよ{ます影響

■ パ： . . . ■ ...: . .  ■ : . .， '
独レセ体によ‘る独占利潤の収海は，一̂方にぉぃて非独 tお資本の労働者に対す; ^摊取の瓶(匕を朔制し

他方におぃて独占体の労働者CD る部分に対する譲歩の可能f生をうみだす。 ，■ ： . • ,： . ■ ■ .. . ■ , ,
■ -~ ~ 112>{934) — ~

' 独占資本主義における諸矛盾り編成と展開.
独占によって利潤の一部を恒常的に収辱される非独占資本，とくにそ’の下層の中小資本は,その 

被収，のマイナス部分を可能なかぎり '自らの雇用労働者^5神取の強化によっ てうめ合わせようとす , 
る。独占資本による収奪が強まれば強まるだけ，その被収奪の他への転嫁が困難で i > るr|5小資本で 

あればあるだけ, 非独占資本は賃金や労働強度なと*労働諸条件を平均水準以下に庄下するととによ 

って対処しようとする。, 非独占資本と.く と中小資本の雇用労働者は少数ずっ分散的に存在している 

だけに団結，闘争が相対的に困難であり , キめため , かかる摊取強化は相对的に容易に実現されるC 
他方, 独古体でほ，独占体労働者が ( I ) でみた i うに強力な団結，組織を作っていく客観的塞盤 

をもっているうえ，独占価格による収奪を .うけで組織V 闘争を強める可能性が強い。 また,資本め 

有機的構成力';高く庞大な価値の固矩設備をもっところでは , 相対的に貧上げの影響が小さく,，スト 

ライキの填失ほりわけ大きい。 したがって，巨額の独占利潤を収奪している独古資本は,高利潤 

の一部をさいて独占企業劳働者の定部分に相対的に高い資金をたえ,当該労働者の体制内化を 

はかり，労働者階級に対する分裂支配の積杆とじっっ , 労き管理の「近代的」再編激化，労働強化 

体制の整備をはかろうとする。 ’

それゆ免，先にみだ巨大独占体を頂点と,し，激しい競争を余儀なくされている非独占中小資本を 

最低辺とする支配ニ収- の階層 . 利制率の格差の階層ほ’，労働者階級の状態に反映し,賞金そめ他

の労働譜条件の企業規模階層別の格差となりて現われる蓋然性が大きい。（この瑰実化は労働著階級の
• ' ■

組織が, 資本の譜階膚別の労働者をそれぞれどの福度包栖しでいるかによって左右されるが)：。 とのことは， 

独占体労働者が組織 . 闘争を背景としてかちとる相対的な好労働条件が,非独占資本おその下 

で搏収される労働者か .らの収奪によって支えられる面をもっということである。

しかしながら， これはあぐまでも一面であって , この面だけを強調し , 独 £ 資本と独占企業労働 

者を一体視し, これちと亦独占資本，非独古企業労働者（さらには小生産者, 消費者大衆）とめ対立を 

独占段階における主要な対立，矛盾とみなすことは大きな誤りである。 , .
第一に，独占資本は恒常的に多額の独占利潤を収寒しているとはいえ,これは独占企業労働者へ 

の摊取を後和することにはならない。すなわち独占といっても , 独占部門,に属する巨大諸資本相互 

の対立，競争が完全に止されをわけではないのであって，独占資本相！:の協調破壊の際にそなえ 

るためにも，» ジ其アを高めるうえに有効な非» 譜手段を豊富に赋使するためにも，技術開発 

鏡争において優位をしめるためにも , 独占資本は最大服の利r t獲得を追求する。そしてこの巨大独 

占資本相互間の競争では，同部門の共通の参入障壁にもとづく独占利潤をともに取得しているので， 

相手にうちかっだめのョリ大なる制潤獲得のためにほ , 個別独占体の生廣過程におけ 'る摊JCi朔化が， 

生産方法改良とともに追siはれるのである。 しかしながら , （I ) でみおように,大量的に參積され 

た独ill企藥労働者は組織♦岡争力を強める物的墓礎をもっているだけに , 独占資本は(顕在的であれI -  ̂ ■■ .ノ.... '■ , ....-
，潜在的でれ) との強力な組織‘ 闘争力をもつ労働者に対し，露骨な形での摊取強化力はなく，労
‘ . . ' ，..■ . . . * . ■. .
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働者管理の洗純されナこ『近代的」技術と体制によって,労働強化を中ねとした多様な摊取強イヒを行 

なうのである。独占企業労働者への貧金面でのI襄步も，大低め場合，労働者内に格差•差別をも 

もこみ，管理労働者を中心に上層の労働者へめ譲歩 . 相対的高賃金を保証することによって,労働

者の分裂支配==労働者管理秩序の確立を行なおうとするものであって，独占企業労働者全体おし
.' • ‘ ...

なべて， また賞金以外の労働条件すべてにおいて，非独占企業労働者よりも良好であるというわけ

では決して /ぶい。 しかし，独 t±{企業梦働者のある部分への賃金面での~ -定の譲歩は,独占企業労働

者内の分裂支配の镇杆となを、のみではなく. , 誇大に宣伝され支配体制側力’'ポ働者階級内部の分裂，

対立を助:ftする積杆として利用される。 ： .

独占企業労働者は，（りでみた面と，それだけにこのような分醇配め要とされる面とをわせ

. もっているし，現実の労f i 者階級の組織 * 闘等の進展は , これら.両面の諸条件の ,みではなく，後に

み_を独占資本主義の動態のなかでの経済的諸条件によって大きく規矩されるのでもる。

. . . •  • . . ， X . . . , .X,  . X
. , . -.， . " .

以上，铺 胖 , 独占段階にぉける摔取と収奪の構造, 反独占 . 独占資本主#体制反対の諸勢力の 

形成される購造を指摘した。 しかL ながら, 以上の.ような構造の把握のみでは摊取•取想の分析と 

しても, -反独fii闘争の条件め分析としても, 不充分である。なぜなら, 加占資本主義におけ•る資本 

.蓄積の進展いかんが, 摊取，収越の進展に对し少fぶか.らぬ影響をあたえるのであるし, また,摊取 

♦ 収奪に対抗する力の現実的展開も,独占資ネ主義の動態めもとでのヨリ具体的な経済的諸条件に 

よって大きく規定されるからである。 . '
以上でみた独占資本による摊取 • 収楚り関係は , 独占資本主義における資本蓄積め進展，矛盾の

展開形ぽを根底的に規定するものであるから , われわれはつぎに，経済的諸矛盾の展開を総括し，
. • . ■ ■ . . ■ '

そのうえで , それちが以上でみた禅取* 収奪や，それに対抗する反独占•.反体制闘争の展開にいか 

なる影響を力Lぽすかを明らかにする必要がある。 V . .
■ ，’ ，，：、..， ，，'.’. ，，，.

第 3 節 生 摩 力 発 嚴 ，技 術 進 歩 を め ぐ る 諸 矛 盾 の 展 開 .
. ' . . . '  ■ • ■

■ , -  • ■ ■..' ' .. ■ ： ■ . . ツ：. 、. . - , 

独占段階にぉける技術進歩.生産力発展の往 I すべき特傲は， まず, 甚幹的♦基礎的生摩諸部門

を独占的に支配する巨大独占資本が朔大な技術開発能力をみずからの手中に収めていくととでる

が， このことは , 資本主義下の技術進歩に本来ふぐまれる負の侧面—— その労働抑庄的.反社会的

性格いちじるしく厳めることになる。また，躲占段階固有の問題として，独占，本固有の投資行

励のもとで, 新生産方法の導入,.普及が連滞せしめられるという問題があるはか，これと関速して

生,じる独古段障固有の停滞化基 調 （第4 節翁照) めもとで，技術開発を実現していく市場の条件が極

度に弱められ, この商からも技術進歩す；f i 々の歪みが生じるという問® がある。 ‘ .
. . . . . . . . .  ■ ■ » - .... . ‘

•— 1 2 0 (^ 3 6 )  —

賊占資本主義における譜矛盾の掘成と原開

(なお，第 3 節で扱う技術》 の問題と, 第 4 節で极う資本蓄積の間! ^ とは,緊密に結ぴっいてい 

るのではあ*るが，それぞれ独自}̂ 考̂察すべき面ももっているので，こ応，第 3 節, 第 4 節にわけ;t： 
者察する。）' ■ ■ .

I 独占資本 Iこよる嫌力な技術開発能力の独占
. .  . . . ' . . . . ■ . ，. . .

巨大独占資本は , .それ以前の競争段階では想像もできなかっナこような超絶的な技術発能力をも 

つにいたづている。生産方法のたえざる改良 , : をれと、結びついた資本め集積，集中の進展を通じて 

形成ざれてきた巨大独占資本は，長年の生産経験のなかで多面的な科学，技術の発展めI I 成果をひ 

ろく蓄辕レてきでいるし , 金融独占と結びつい ' t の庞大な資本:^および巨額の利潤（平均利潤プラス 

独占利滴) のま現の墓礎上に， 多数9 科 学者 V技術者ど大規摸 ; ク綜合的な研究♦実験設備のもと 

で，斜学技衛の研ま成果と生摩経 ! ^ との相互交流☆はかりつつ,自らの手で高度な技術開発行な 

うことが可能でもる.(技術開過程の社^ も巨大な前進)。そして，巨大独占の支配する•もとで、も独占 

諸資本相互間の鋳争が存在する以上 , 各独 ’占資本は他に先んじて特別 (剰余価値) 利潤を得る.ための 

技術開発を必死 i f 追求するし , ラ イ バ ル が 技 開 を 行 な ぅ f c とすれぱ (そ;}i が直ちに利用されるか 

利用されないかにがかわらず)従来の独占的地位り維持めためにも類似の技術開発を行なうことが至 

上命令となる‘。 こうしたなかで , 巨大独占資本による技術開発の努力が倍加，促進され，また独 

資本ゆ非独占中小企業や個人の発明した必要な諸技術をも買収しゆしていく。かくして，独占 

，段階では, 近代科学 * 技術の進歩の諸成果も , そめ進步を妈う科学 . 技術者も,それに必要な経費 

も研究• 於験設傅i も’巨大狹占資本の手に集中され独占され，近代科学は独占資本と合体し婢占資 

本の権威としてたも現われるのである。 ’ '
- 、 ： ， ’ V , . -

もっとも，以上のように，技術開発がもっぱら独占資本主導のもとに,独占資本の研究開発組織(18) ' . . . . ' / j .
を通じて進められることは，一t l iでは技術開発能力の驚異的発展をもたらすとはいえ，他面では，

そり内容ゆえに技術開発の進舉に:制約をもたらす作用をはだしているぃ そこでは，資本制生産に本

来的な精神労働と肉体労働との分离|  , 対立は極限に達し，生産過輕で機械設備の運転，保 禱 ，修理

に直接たずさわる労傭;者•下級技術者め技術進歩への主体的♦填禅的参加が全くP1止されていもた

'め，長期腐極的には技術開堯の進族れ^体が制限されるん,找術開発め内容にも独占资本の利益が最

注( 1 7 ) 技術開発過程の社会化は, 独占段險におけるr生産め社会化J の盤要なー侧商て，あ f ) , レーュンの2tt視するところ 

でもあゥテこ。 r競争は独占に転化する。その結果は，生産の社会化の自大な前進となる。 とりわけ，、技術上の発明や 

改の過程もまた社会化される。J ( レーさンfit/®主義J 岩波文谢版, 43耳K .
( 1 8 )このように言うことは決してr現段階における新技術の発明,開発のはとんどが独占的巨大資本の手によって行な 

われているJ というような主張に同調子るもの力はない，,％かる主張はジュークスらの研究*■発明のig liu  (Si野他 

‘ 訳，. 悟波費店）によってぼ瑜されでいるように?1T爽に反するもの力ibる。しかしながら，個人の創意に帰せられ;^ぺ 

き発明（とくに翁想〉の段附は別として，技術の問発以降の段嘴に力、んしセは,しかもとくに独占段階め資本主義経 

済の発展を!)- ドするようなffl要猪座業で’の技術開発にかんしては/個人や中小企寒によゥてではなく, 巨大企業:の 

飢P こよ-:>て生に担われるぽ向がIfi祝されるべきで'あろう。論文4 r生廣カ発展J ねト9 J tM l '
~  1 2 1 ( 9 3 7 ) — '
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優先されるゆえの種々の蛮みがもたらされる。

. ■  . ' ... . '. . -. ■ , .
n 技術進歩の労働抑圧的，反社会的性格の強化

.： ' .，..，.，，

技術進歩による労働生産力の発辰は，本来，一定単位の生産物を生産するに必要な労働を軽減し ,. 
したがフて労働者1 人当りの労働の軽減の可能性 , およが， 定の会働による欲望充足の多様化 • 
豊富化の可能性をもっているにも力、かわらず , 資本制生産では生産力発展はかかる;^来的内容を失 

うぱかりか，反対に 1 人当り労働の増大をはじめとして剰余 i l i値増大を促していくの力ある力，S か• • y . . .
かる転倒 . 矛盾は , : 独占資本によっズ技衛開発が担われるもとで ' 層きびしく現われる。労働力の 

大量集積☆行なった巨大独占資本の開発する新生産方法は , 近代的労務管迪と結びつぃて , 組織的， 

系 統 的 に ス ピ ド ア 'ツプ，労働強化を促す体系として現われる。そこ力は , : 精神労働と肉‘体勞觸)と 

の分離の極限化をはじめ , 労働の細分化 • 格付け ,，特定労働への労働者の緊が進行し，大半の生 

産労働におぃては，労 |動の空練化，空赚な労働の強化ゆえの労働苦増：̂i , ，労働意欲の喪失力';深亥！ 

化する。 また，第 4 節でみるような市場の制限のもとで , 独占資本は，新生産方法の開拓にあたっ.

て , 生産量をあまり増大させずに単位コストを削するような型のものを選ぶ傾向が強いため， こ.
• . . . - 、 . . . .

こやは労働力の過剩化= 挑出効果とくに独く現われる。 '
技術開発が独占資本によぅて担われ♦その利益追求? )方向ですすめられるということの矛盾は，

科学 • 技術の驚異的発展にもかかわらず，その発族が, 労働災害ホ止，労働環境の改# のV•こめに

はむけられないということにも現われているし，科 学 ，技術め発展が反対に , 碰 カ •太規模な自然
(21) "

破 壊 ，環境破壊，公害を惹起L ていること , あるいはまた，（第 5 節でみる) i ホ外膨張をめぐる■家:
注 ( 1 9 ) われわれは，資本主義一般および独占資本主義における技術進ホのあり方と対比して, 新中国をとおける「自力吏生J 

. 以降の技術榮展のあり方—— 労働者の技術開発への主体的参加と専門的科学技術者め生ま労働への参加との相互交流: 
の中で生み出されてゆく新しい技術体系と技術発展の薪しいあり方に注目すべきであろう。

( 2 0 ) このように*■資本主義制度の内部では，労働の社会的生遼力を高めるすべての方feは個々の労働夢を儀牲として行 

なわれるのでfcり，生まを発展させるすべての手段は生者の支配ニおよび掠!取手段に艇g b す る (K. Marx. Das 
Kapital；Bd, I. S. 6 8 0 ,マノレクフ、«■資本論j 群木書店版，第 1 卷訳997寅）という矛盾は， 资̂本駒』第 1巻第4 M全 

体を賞いて強調されており，第 4 篇にはそれら矛盾の具体的現われについての詳しい言及がある。本論に関係あるも 

のについて2., 3 例示すると—— 。 , .-

「機械は旧来の分業体系を技術的に覆すとm 、え，このノ/>粟体系は，さしあたりマニュフr クチュアの伝統どして償 

留的に工場内に存続するが，やがて伐資本により組織的に, 労働力の辨取手段として一*そう厭うべき形揮で再也まさ 

■ れ丑つ確認される。…‘. 機械は，労働者そのものを幼時から部分機械の部分に転化させるために悪用される。……何 

時でもそうだがこ場合にも，ひとは, 社会的生途過程の発展による生ま性の增大と，社会的生座過程の資本制的利 

• 巧によるどM d 生の増大とを(2：別せねぱならぬ。J (ibid., SS.4 4 3 - 4 .同訳，683〜4更)。

r機械労(励は神経系統を極度に波れさせるのであるが，他力ではそれは筋肉の多面!め運動を抑JEし ま た -の 自 山  

な肉体的および® 神fl诚 i動を不11J能ならしめる。労働の軽減さえ‘も資苦の-手段と;̂£ る, というわけは, 機械は労働者- 
^̂ 'お 1̂||から解放するのではなく, 彼の労働を内容から解放するからである。 …労働手段け自動装經に転化すること 

によつて, : 労働過程そりものの問, 労働きにたいし资木として，生きた労働力を支配し吸取する死んだ労働として， 

対绝ホる'り （UM, S’4 4 4 ,同訳684->5H ), . ‘ .

( 2 1 ) マルクスはホ論 J に_おいてすでに, 資本制下の技衛進歩がly然破城的{II価を,もつことについて言及している。
r…资本制的農架のあらゆる進ホは* 労働老からぜ濟する技術における進ホて，あるぱかりでなく，同時に士地から掠

f . -
~~~~ 122 ( 9 3 8 )  -------

独占資本主義における譜矛盾の編成と展開

間対立とともに，科 学 ，技術の開発が車事的傾斜を银め , 強力ん軍こまて力, 各糖の軍键碎二軍#産業 

を創出，発M させていくことにも，如実に現われている。独占資本のおしすすめる '開発技術の及:ぶ、 

條® が，広含においでも深さにおいても后:大であるだけに , 労働抑庄的内容影響も，環境破壊の:
影響も，軍事化の膨響も，強力がつ広範なものとなる。 ■

• ベ ： . . . . .

いま一つ。技術進リタによる労働生産性向上の成果は,資本制生産においてほ租対的剰余価値の増
» ■ .

大として資本にもたらされる力独占段階では，この和対的剰余価値は独占資本によって独り占め 

されていく。競争段階セは，ある生産部門で生ま性上昇をもたらす新生達方法の導入が行なわれる， 

と, 競♦り作用のもとやその導入が急速に普及し , をの生産物の価値，価格の低下消費手段の価

値 ‘ 価格の低下 -^労働力の価値 . 価格の低卞（実質貧金不変，名目賞金低下）を通じて，社会全部門の. . . .
資本が相対的剰余価値を増大したのである。 これに反し，独占段階では独占部門で新生産方法導入 

による生産性上昇 . 伽値低落があったとしても; 独占的価格支配によってこめ倾値低落に照応する

価格低下) 阻止されるため，生産性上昇のM 果はコスト低下による利潤増大として生産性を上昇さ，. ■ .. L ，.，..，

せた独占資本によって独りぶめされる。，これは一見したとこる相対的剰余価値とは無関係めものの, ， '
ようにみえる/が，内容的には，本来勞働力の低下を通じて社会の全部門め全資本が実現するはずの 

相対的剰余価値の増大分を，独占資本が価格支配によって独り占めしているものに他ならない。

m 投資抑制と停滞化基調 J のもとでの新技術導入の遅滞および技術の退腐化
• .  . . ン ；. . '  . . ■ '  ' . 、

( 1 ) 独 ,占段階では , , 市場を支紀する少数Ei大独占資本は価格支配により独占利潤の長期極大化を 

はかるため独占的価格協調を維持し価格切下げ競争をもたらすような設備投資競争もできるだけ

回避しようという傾向をも- >ている。力、かる独占資 ;^固有の我資行動のもとで生じる第一の問題はY- . -  . . .  ‘ 、

规存め独占部口において (設備投資をともなうような）新生産方法の導入.普及を遅滞せしめる要求
(22)

が働いているということである。

独占廣本は，新生産方法を開発したとしても，市場の大幅拡大のないところでは（新生産方法が画. . . .  .
期的なもので力、つ桃他的に利用できるため， その導入によってライバルま占資本に決定的打撃を与えようと決

娥を挑む場合を別とすれぱ) , 般的に，旧式設備の償却を十分行なってしまった後に,旧式設備の吏..
新という形で新生産方法を導入し，新メ±ま方法導入後も価格切下げを回避して独占的価格協調を維 

持しつつ，独占利潤のうえにさらに# 別 （余剰価値) 利潤を取得していこうとする。 この:ように技術

ぜする技術における逸歩でももり，ある与えられた期li;lのあ、、だ土地豊饒度を高めるためのあらゆる進は，同時 

に，とめ豐縫度の持続的嚴を減ぱすための進ゴタセある。ある国が，たとえぱ北アメ ！) 力合衆国のように，'その発展 

の-許景としてめ大工業からU1発すればするはど, この破壊過殺はますます怠速である。だから資本制的生産は，同時 

にすベての•赏の源寂たる土地と労®!!者とを破壊することによゥて, 社会的生.ま過舞の技術および結合を発展きせるに 

すぎない, j Marx, Das Kapital,Bd- I, SS.531〜2‘ マルクス*■資本説』靑ネft糖版 , 第 1廣 , 800-^1頁)。

注(22) くわしくは, 論;i ：4 r生ま力の益展J さ.れf c V v そこでは, 独段階にお f fる新生産ガ法導入めり'方を腐 

' ■ 今段階におiチるをれとが比しつつ律細)^檢ね力めされずいる。 ，

* . - ^ 1 2 3 ( 9 3 9 ) ——
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を開発した独占資本は開発技術を独占し自己の有利な時点までその利用を延期するとともに，厳 

重な秘密保持や特許による利用禁止を行なうので,他企業は設備更新のさいにもその技術を利用で 

きない。 ここでは , . 新技術が開発者たる独、占資本によって独占され,開発者独占資本の利益のた 

めに社会的利用を胆止されている矛盾が露呈している。 （同様のことは；残存価値の大きい設備をもった 

ある独占資本が，新技術を賀収して旧設備償却までの間とれを利用せずにおくという場合にもみられる。)
さらにまた , ある企業が新生産方法を導入しても , 独占的换調が維持.され独占的侧格つり上げが 

つづくとすれば , 旧式設傭の他の独占資本ゆ従来通りの独占利偶を取得でき .る で ，旧式設備の填
- . I

却のうえ設傭更新において新生産方法を導入する傾向が強いので，鋳争段階にみをれたような,..新

生産方法め普及にともなう価格卞策 • 旧設傭の資本め利潤率下落を適，じ,旧式設傭の廃棄による新

生産方法の普及を強制していく鏡争の強制作用はいちじるしく減殺さK てV、る。 . ，.
: もっとも，以上のことから，ただちに;独占段階において新生産方法導入力';全く制限されてしま’う'

ように理解することは誤りである。市ぐが大喊に拡大する場合にほ，旧設備を残存させつつ新投資

，によって新生産方法を導A できるから，開発技術はただちに利用されるし，新生産方法が画期的な

もめであれぱ，残存価値をもつ旧設備をネ期廃棄してもそれを導入し,価格切下げをともないつつ

大量販充にめりだすであろう。そして，こうしたところでは, 他の諸独占資本は，総カを^>げて類

似の . ョ！; 優れた新生産方法の開発. 導入にむかうのであり* 独占資本がすでにみたような巨大な,
技術開発能力をもつ以上，かかる過程^̂ -新技衛のー層の涕イ匕’ 発展がみられる可能性も大きい。な

お，新生産方法導入の遅速がとくに市場の趨勢に大きく依存することは, 独占部門の特徵であり， ■
このことが次節でみる総資本の蓄續の停滞基調と発展局面を統";的に理解すを鍵となる。

' . ' . ■  . - ' -.... 、. ■ . . .
. . •  • - . .. ,.... ' .. , . .

( 2 ) 独占段15̂ では，独占資本による独占利潤の収奪とそれと結びついた独占資本固有の投資行動 

によづて，第 4 節でみをような資本蓄横 * 生産拡大の停滞化基調がうみだされるのであるが,この

もとで，戚存の生産諸部門では， 占が:J協調をまもりつつ，自己の販路總大のための疑似新製品創
. . .  .- ‘ • . • ■

.出 ニ 「キデルチュンジJ 政策が懸命に追求され，，他方，新技術開発の一つの型である新生産物の創 

.出ニ新産，の創出が必れ追求されていく。独細階固有の停滞イヒ》 に親定されて技術改良•技 

術 -開 発 が 「モデル • チェンジJ や新生産物創m の方向にむいていったのであるが， これらいずれに 

おいても，強大な技術開発能力を独占していった独占資本が，市揚の制限のもとでこの能力を千分 

に樊现することができず，技術進歩を全く歪めてしまっていることが明らかである。
(25)

まず，耐久消費財に典i 的にみられる「モデル，チェンジ! ]政策では, 従来の品質‘デザイシ等 

に一*定の変更を加え, その変更を極力張してそれをあたかも "新，，製品であるかのように印象づ

注( 2 3 ) 新生ま力法の普の滞化の典型的な例として , 第二次大戦後の米ra鉄綱業におけるL 0 |?<炉め普及めいちじる 

しい連滞をあげることが適当であろう（論文4 rを廣力のを展」 265〜6 直参照)。

( 2 4 ) 独占資本による新生鹿方法の襟入の遍速および設備役资の消極性♦歉極性はとくにホ場.の趨勢に大きく依#‘するの 

であるが* この点を明確にすることに論ま4 r化廣力の発風] ：および5 嗽資行勒j の服0 り-^つがあったレ

■ .(25) くわしくは/ 論すS r服515努力J を参照されたい。 ■： 。• . : > . . . . . . . . . . .  ： ■ .：

' .  .. 一 .—■-■1 2 4 (  9^10 ) ■':，

, ' 独占資本主義における諸矛唐の編)^と展開

け, 他金業の同i s 製品はいうまでもなく自企業の従来の製品までをふくめて，なおit!用巧*能な "I日け 
製品の心理的陳腐化とその廃棄を促進，し, その買換えを通じて{ |企業の "新"型製品ら疑似新製品 

の贩路を拡大レようとするのでる。 とのよラf c ,独占資本が自らの販路拡大のために,冬大の広 

■告 ‘ 宣fぎを行使して消費者の欲望• 心理 • 感覚までをも操作しつつ, 使用可能な製品の廃棄= 買撫

えを促進していること，か か る 「キデノレ. チ ェ ンジ」摧進のために播々の技術的研究や消費者心理
- ' . • ‘

の分析が行なわれていることは , 独占段階周有の恐るべき浪費といわおぱならないしここには独
-

占資本が弹力な技衛開発能力を独占しつつも，それを社会全体のたあに'有効に利用やきないととの. 

矛盾と退廃め姿が如実にしめされているといえよう。 ，

: つぎに, 独占段階固有め停滞化基調のもとで、独占I資本によって必死に追求される新生産物め開 

におても共通し :̂こ問題がある。すなわち，独占資本は , ぎ現可能な新生産物0 なかがら , 自己の, 
生産する諸製品と競合しないもの，販売促進活動によっ，て大量の新しい需要を確実に開拓でき,し 

かもかなり長期にわたづて高率の独占ホ]潤を疆得できるものす^けを選んで製品化していくのであ 

そこでは，開 発 • 製品化の対象の選択は，社会生活上の有用性そめものを基準にして行なわれない

ので, いかに有用な新製品であったとしても，上の基準に適しないものには，開発の努力自体がむ
, ,• . . ， / • ， ，

けられないし，たとえ技衛開夸されたとしても実際に製品イ匕されること/ぶく終ざことになる独占： 

資本は，開拓 .'した新製品について，消費者の欲望，.競争心 , .、虚栄心，自己顕示欲な .どを刺激'•..創出 . 
，すろとともに，'新 し い "文化的" 生活様式，新しい生活習慣さえ創出しつつ，その新製品が新しい 

時代に不可欠な生活必ま品や，スティ、タス . シンポ'ルであるような状態を作りだしていくのガあぐ2：! 。,
ことには，科学技術の発展が，人間本来の豊かな人間挫め開花としての欲望の多様化>  その充足の

' » ' ■
ために役立てられるのではなく , 反対に，技術によって,人ま望の不自然かつ非人間的な規制と 

助長-^適度な準作力さ行なわれているという転倒矛盾が支配している。 ■ ,

I V 技術進步もめぐる階級対抗

(り独占資本 5Cよる技術進歩は， 新しい<r半熟練工J , かなりの技あ教育を必要とする監視労働： 

者 • 保縫労働者の増大をもテこらす。被らの知的レベルの高さ, および,技術進歩と教育普及の中で 

の彼らのたえざる「不熟練労働者J 化は , 彼らをして労働者階級結集の一つの核とさせる。

(2) 独占資本の技衛が生ま過每{ Cおいて'ザ動抑庄的性格を一段と強めたととは,.独占ュ資本めもと 

に大量集積された労働者が，一 面では近代的労孫管理体制の整備のもとで分断されつつも.一一V  

組織的な抵抗力を強めるよう促進する。 '

法(26) 論文4 »*生摩力の発展J 第 2 享箱3 節を参照されナc W そこかも独占資本主義における新生廣あ生まの能拓のあ, 
り力を競專锻階におけるをれと対比しづつ詳細なM オがなされている， . .

(27) 騎文4 め簿2章第3節お'ょぴ,論文t  >̂ ?'上遗細》撤成_1第2填を参照されたい。

(28) 論文8 rg棟努力J 第1項0  1■能 feま部r化おける販売努力J を參料されたい。

—  1 2 5 ( 9 4 1 ) — .

r：* r

rniTTTnr̂  ̂知̂ ^ ^ * 教他^̂ 在をぱ-♦状甘もそ^̂ ^̂ ^̂ ^̂ ^̂ ^̂

*
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他方 , 新製品や疑似新製品の服売のため , 強力な販売努力が行なわれ，人間欲望の増大が刺激さ 

れることは，一面では人間精神の退廃化を生みだしつつも，他面では賃上げ要求の増大,现体制へ 

の不満増大をひきおこしていく。一 個別独占資本の必死の販路拡大努力が同時に独資本まから 

に対する' , あるいは独占資本主義に対する要求増大，不満禅 :)Cを生み出すという矛盾。

{ 3 ) また, 浪費の強制や人闇精神の退廃化 )̂ 、ら人命をおびやかす環境破壊にいたるまで，独占資
, ■ ■■ , . '

本主導の技術の歪みは , 広巩な社会各層に種々の困難をまきちらしていく。，このことは,：独古段階 

で労働者階級以外のかなりの層の人々が独占資本ま義体制に批判的な意識をもつにいたる棍秘であ 

る。 これら各層の人びとの直接的な耍求は,時には反進歩思想となり， 時には技術の担い手たる技 

衛者や労働者と対立する面をもちながら，人間に真の豊かさをもたらすような科学技術のあり方と

それを巧■能にさせる体制への模索を通て，体制变本への要求に発展する可能性をもっている。

' '■ .. '
‘ 、 -- ■/ ' . ■' . .

第 4 節 生 産 力 発 展 ，資本蓄積をめぐる諸矛膚の展開 

—— 停滞化基調と飛躍的発展——
, .. - . ' ' '

第 3 節冒頭でも指摘したように，独占段階では，巨大独占資本は擴大な資本力v t g 額の到潤の取
. ,• 1 -

得のゆえに，また金融資本として集中完做された信用制度を禾li用しうるため，競争段階とはくらぺ• . •- ' ' ■
ものにならない強大な技術開発能力と生産拡大能力をもつにいたっている。 しかしながら独占段階 

では，独占段階固有の市場の制限 . 独占資本特有の投資行動に規制されて，この強大な生産拡大能 

力はそめまま現実化されず , 独占段階における資本# 糖 ，生産拡大の運動の進調はいちじるしく停

:滞的傾向を帯びるこ :ととなる。

この停滞化傾向は , 独占段隙の资本蓄糖 ’ 生産拡大の基調であり,ここに独占段階固有の矛盾の

，あらわれがあるのではあるが， し力、し，独占段階の資本主義は , 国家政策の介A を一応別としても，

つ )^に停滞化してk、るわけではないのであって'、特定の条件のもとでは独占段階固有の親模と激し

さおもった飛躍的発展をしめ .すのである。 したがって，独占段階の資本蓄積における矛盾の展開と

.しては, 基調をなす停滞化鎮向と， この基調のもとでこれをうち破って間歇的に現われる'飛躍的発

，展とを，正し <；位置づけたうえで，これら向者における矛盾の展開の特徴を把えねぱならない。停

滞化傾向をうみだす諸 '原因，飛.躍的拓展をうネだす諸原因 .について,は , 別 稿 （論文5 •■投資行動 6
r停滞頌向J, 7 「新生産部門J) r e くわしく1Uてきたので , ここではそれらを题礎にして,そごにおい

て展開する矛盾の特徵を指摘するにとどめたい。 ■ ’
 — ... ■.. ■.. .一—              .

法( 2 9 )従来，独占段階における資本蓄g に つ 、て，その発展fflと停滞fflの 、ずれかを一的に強調する見解が多'く, 両者 

を徐合的に把える祝ガ3がはとんどみられなかゥた。とのr停滞J と r発展J の両倾向力'、独占资本主義の播造的特質か 

らいかfc必然化するかを1!論的に解明し, これら両傾向を相互に!3̂ 速づけ • 位© づけるととによって，独資ネ主義

の発展法如を解明するとと一これとそ論文5 - 1 0 の- -速の分析の基本題てぶあ0 た。
. . . : . • . .

— ~ - 1 2 6 ( 9 4 2 ) —

停 滞 化 基 調

独占段階固有の停滞化傾向をぅみだす基本的要因は , 独占資本にょる長期資本利潤，の極★化

レ独占利潤の:襄期安定的収想）の追求から生t る諸特徵にもとめられる。■ .. . . .  . ■ ", ... . ... ...... ■' .
独資本の格支配による独占利潤収摩は , 独占資本，の蓄積基金を累増させ独占資本が魚速な資

' . ' '  ‘ .

本善辕レ生産拡大を行なう巧■能性をうみだすが，同時に他® 'tj；はまさにこの独占的収奪によって， 

消費市場の資本制的制服を倍加するとともに非独占ぎ本.と  <:に中小資本の蓄糖力の弱化と小生ま 

，者の経営難により生産的市場め制限をもたらす。

しかも独占段階では , 競争段階とちがって , —— 鏡#段階では労働者の消費制限を根源とする市場 

の制限のあるもとでも，競，による新生産赚導人の促進 ，強制二更新投資の同時射的展開— 市 

場を超えた生産能力の號大が生じ , かかる投資拡大による需要拡大を軸として第 I 部門を中心とし 

た発展が惹起されていくのである (もちろん，これは一定の発族の後,全般的過刺生産紐慌の爆発となるの 

ではあるが)一 一 ，独占資本が独占利潤の長期極大化のたあ,価格切下げ競争や価格切下げをともなう

• (31) '■
設備投資競争をできるだけ回避して独古的協調を維持しようとするので，そこでは前節でみたよう 

に新生産方法涛入. 普及が遅滞せしやられ，吏新投資や新投資の群的発生が抑制さるので,新生 

産方法の急速な普及を軸として社会的再生産の拡大. 発展を惹起しT いく内的起動力はいちじるし 

く減殺され‘ることとなる。（もちろん，これはいちじろしい減殺であって,競争が完全に⑨除されない以上,，
■ - ■ . I ..

かかる生産拡大の促進作用が一部残ることほいうまでもない。画期的な新生産方法の場合はレその即時導入や

類似的技術の開発* 導入が急速にすすむであろろし—— 124頁-"ニ. 非；̂占諸部門では，独占による被収藩や投
„ ‘ . . . • . :

资規制をうけつつも競争のもとで特別剰余価値，利滴のための新生産方法の導入.急速な普及がすすむことも
. • • '

明らかである。） ■■. ‘
■ ■ *

ざらに,、いま-^つ重要なことは，独占資本が長期資本利潤率極大化のために，若干の需要の変動* , - ■ . - ■
を 込 ん で （若干.の需喪拡大の,もとで設備拡張競争を行なわなくとも度いように) 意 図 的 に 「余裕能力丄

. - . . ■ - - ■ . ， ‘. , ■-
を保持しようとしている結果 , 定の投資需要が創m された場合にも， 「舍裕能力J め活用ニ操業 

率の上昇による供給増大の余地が大きいし，独占資本は長期的な確実な見通しがないかぎり設備拡
， (33) . ，

張にのりださない慎重さをもっていることである。 このナこめ, 投資需要がず余裕熊力J をかなり大 

蜗かつ持続的に上廻る大規模なものでないかぎり，一定の需要觸ネは「余格能ガ」’の活用ニ操業拳 

の上昇によって吸収されてしまい , .新投資ニ設備拡張を誘発しなV、めで，そのかぎりで設傭拡張の

法(30) 荆播代子 r恐慌♦座菜循斑の理論』有斐肌 1973架，とくにそめ第4 章を参照。 ,
咖独占資本に闽有の r投資行動icおける消極性J につぃて, ベわレくは論文5 r役资行動J ,の第1節第3 項を参照さ 

. れナいi :
(32) 発展のr内的起動力の減殺J のとらえガにつぃて, <：わしくは論文6 「停滞斌向J 第1觸第1項を参照されたぃ*
(33) ilulぱ3f本 固 有 ■■杂裕能力J につぃて, くわしくは論文5 r投資行動J 第 1熊第3概^参照されたぃ。

— - 1 2 7 ( m ) —  . .



n 飛躍的発展局まの間歇的出ま… H&f摩業形成の重要な後割■ ■ ' / . ， ’. ，，

のょぅな停滞化基調にもかかわらず，独占段階の資ギ蓄粮» 生廣據大は時として急激な発展 

注(3© K.Mj r̂x, Daa Kap.ital, Bd., ffl, SS. 287-8, ^
— 1 2 9 ( 9 お ）一 . : ■

ド",ギぬ如ぽぱ^ ^ ^被 物 赛 滅 ^ F觀ぱ秘ぶが她爐

- 独占資本主義における諸矛盾の編f e と展開 ■
われるし，価格協調を維持しつつ販売努力による市場據大も逾求されるので$ )るし，他方，*競争的 

なま!̂ 独 !^部H では薪生摩方法導入の普及の碰制ももるのであり， そ，0 かぎりで鶴萝地大とそれによ
. ■ - ■.. . ■. . 广 .■ . . .. V 、 .

る生産拡大がすすむめであるb しかレながら , 重要なとと,ゆ広大な市場をもゥま粋的甚礎的都門を 

独占資本が支紀し , そご’では , 新生塵方法導入と結ぴついた設傭投資めでき^^ニ急激な市場拡張を惹起 

する内的鶴動力を減殺する作用が睡いうえ,— 定の需要拡大が生じてもをの加速度的波みを中断し 

てしまう傾向が作用しているため，全体をまきこんで市場拡大と設備拡張とが相互促進的加速度的 

に進展する急激な待絲的発展がおしとどめられているということであるこれらの作用は,独占段 

階の資本蓄積* 生ま歡大の運動に対してつねに作用しつづけ , . 独占段階の資本養積 . 生産城;大に停 

滞化傾向を刻印する0 であ'る，次にみるように，間歇的にはかかる停滞化傾向にうかって飛躍的 

発展が出現するとはいえ，それが恐慌となって爆発した後には , とれらめ作用とそれによる停，化 

傾向はも力とも鋭く現われ，独占段階の不況を深刻かつ長期的なものとするのであ ;^。以；!」の意味 

にぉいて, 独占段階の資本蓄積運動の墓調は資本蓄積て生摩おた^ み停滞化であるというのである。

以上のような独占段階固有の停滞化基調めもつ問題性は，単に蓄積率，•生産お大率の低下それ自 

伴にもるのではない。注目すべき問題♦矛盾は , 生産力発展 . 生摩拡大の可能性がきわめて大きV、 

にもかかわらず, その可能挫が現実イ匕せず, その可能性と現実性のギャップが巨大となって \/、る'点 

にこそあるの力ある。；こ の ギ ッ テ は ， 「資本適剰と労お力過剰との並存J り慢性化として現われ 

る。一方でゆ , 少数良大独 !;?5資本が強力な新技術開発能力，資本蓄積能力をもってきているにもか 

かわらず, 独占資本の目的が独占利潤の長期極大化にあるゆえに , ■その能力の現実化がp iまれて慢 

性的な資本過劍が生じ , 同時に他方では,労働のお力と意志をもった労働者が生活手段を得ネ機会 

を奪われ, 過剰人P の慢性化が生じているという矛盾。一̂ 資本制生産では「他の前提のもとでは逆 

に逾かに不充分だと思わ; るような生産拡張度にぉいても , すで1こ制限があら>：)れる。それは，欲 

望ま足が命ずる断でではなく, 利潤の生産および実現が停止を命ずる所で停止す|6)。J とI 、う資本制 

生産fc本来的な矛盾が，独占資本主華のも i：でそれ固有の，「制限」の形態もとって露呈しているの 

である。' 「資本過剰と労働力過剰との並存」は,競争段陽では周期的過剩生廣恐慌によって出現し 

産業循環の局面交替によって經和 ‘ ;^消していくのであるが，独占段階ではこの「ぜ存J が慢性イ匕

し構造的なものとして走着していくのである。 こ t には , 独占資本主義という体制が , . 生j i 諸力の
；, ■ ■ / ■ • ：

発展をもはや独まの力では推進できなくなった体制であるとと,;^とでは生摩関係がすでに生産力 

発展の極梢となってしまっていること , ' が如実にしめされているといえよう。 .

評 ， ，び

「さ田学会雑誌J 67卷10号 （197▲年10月）

■ *
誘発を媒介としつつ関連諸部門の需要を加速度的に拡大していく述鎮波及の作用は中断，阻止され 

てしまうとととなる。独占段階では，主要産業の労働手段や多くめ産業に沉用.される労働手段の生 

産諸部門, 基幹 1̂̂ 基礎的原材料♦動力め生ま譜部門など, 各播P 生産諸部門への需耍拡大を波及さ 

せるfい枢部分というべき諸部門において独占支配が実現しているのであるがら， 定の需契劍f±lの 

波及がこれら政占部門において中断され，社会全休の市場拡大と設備拡張との相互促進的加速度的
， . ， ' , (34) ■■

拡大となることを阻止する作用が強く作用しているのである。

以上の結果 , 独占段階では資本蓄積，生摩拡大に対し停滞化の作用が働き，独占資本は應大な蓄 

積基金を集積する .にもかかわらず，追加資本投下が利滴総量の減小をともなう事態のもとでその資 

本の投下先を鬼出しえず，貨幣資本の過剰（貨幣資本の遊休化) が慢性化する。他方，以上の停滞化 

傾 Iらm , 新投資による労働力の吸引を純化させるうえ，説備更新にさいして行なわれる新生産方法 

襟入において資本の有機的構成高度化による労働力の排出を一"方的に(資キ蓄積による労働力败引を 

• ともなうことなしに)：おしすすめ:るため， .，相対的過剩人口は慢填的 ’ 構造的なもの .としてi定着せ.しめ 

られ，これはこれでまた消費需要の制限を倍加し，全ホ場にネオする倉庄を加え，資本蓄積•.生産掀> ’ ' (35)
大の停滞化傾向，資本過剩^^慢性化を倍加するよう作用する。

なお，停滞化について誤解め ' いよう付言するならぱ.， これは独占段階では蓄積ゼロ  •資本拡大 

詩、{ゼロの状態がつづくと力、, まして縮小商生産の趨勢が支配するというような意味では決してない* 
先にも指摘したように , 独占資本に ^̂ *̂いても，新 .生産方法導入•生産性向上は吏新期をまってとは 

いえ, したがってまた巨大独占諸資本が一# に導入する,という形ではないとはいえ，行なわれるの 

で力) るし新生産物の開拓も（次でみるような飛躍f e発展を惹起しない程度の小填摸のものはた免ず)行な

i

m

：

注( 3 4 ) 基-幹部門の金裕能力にもとづく加速度的举産拡大の阻止につ'/、て，'，くわしくは論文6 r停滞傾向J 第 1節第2 項を 

参照されたい。 ' ■ .
(3 5 ) ,従来，独占資本主義における停海を説明しようとするこころみは多いが, 満足すべき理論は全.く存在しなかったと 

言ってよい。慢性的不況への傾向を独占段階の問題としてでなく資本i 義躲に本来的なものとした見解（スウイ" 
ジ 『資本主義発展の理論■!)を別としても，独占收想による消費制限の強化を直ちに停滞化と結びつけるような素朴 

過小消廣説的立論 <ヴァルガ⑩界経济恐慌史/ 以来，多かれ少なかれ多くの論者にひろく見られる見解）も，市場 

問題を全く無祝した労貨臉)H:ニ利潤率下落の学野恐慌論を独占段階における利®傘階層化と結びつけ*想像の形態率 
化 ’不況慢{生化を導きだす見解（大 力 . 『農業恐慌i ) も,:さらにまた,弊占資本の夢辟術導入制限と設備投資制限か 

6 直ちに経済全休の停滞を推論する見解(バラン/ /スウイ*"ジー《■独占資ギ』）も，すべて，まず基本的に資本主義にお 

ける器糖と市場拡大の関係，そとにおける競ィ介の役k そしてその中で進行するく生まと消費の矛盾〉を正しく把え 

ていない上K；, 独ち段® の構造的特質たるく独占の支配，滅占と競'プめからみ合い〉の構造の上でこの矛盾がいかな 

る形で腳fjするのかを論理構成して'いくという祝ねをもゥていない点で批判さるべきでもちう。そ•の祝偉から，まず 

独占的なM部I，化競ィ諸部門とが跑b-達構造中で, それぞれいがなる位置と比重を1̂ }めているのかという☆の概 

Mを前提に，独(̂ 1資本の新技術導入制限と投資制限（拡大ぽ生まの内がJ起動みの減殺) , 独占資本の余裕熊力（需恭 
, の加速度的増幅運動の中断〉, 独占6^俩格維特び生産性上界-^価格低下-♦投資.儒要の拡木促進」の制於などの敦 

5及iほの.作用'と:,.，，，独占収翁による市場の資本制的制I奴の強化とをそれぞれ位®づけ掠合することによゥて，資本蓄糊’ 
大生ま力く独fお段階で停滞化せぎるをえないゆえんを理論化しようとしたのが論文6 r停滞傾向J である。なお，

そこでは従来め猪解のよう停滞をポ況の慢性化ふ同一4 i する.のでなく，まず資本寄愤= 坡大??生まの独占段附を 

通ずる基調レ妬向として把え，それとの閲述カ不況の後性化を把握している点にも注意されたい*
1 2 8 (94 4)

...:
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かとげることがある。かかる発展局旧は，新生産部門形成，新外国市場の獲得，国家市場の創 I丄'Iな 

どによって独占部門に対し大幅かっ継続的な需要拡大がもすこらされることによって出現するが,こ 

れら諸要因のうち国家市場の創出を別にすれば，国内的な要因として董要なのは新生産部門の開拓

(37) •
ヤある。 •

新生産物の創出ニ新生産部門の開拓にっい .ては , . 別 稿 （論文4 「生ま力発展J 第 2 章第3 節）：で詳 i f  
したような，独占段階固有の強力な促撞作用が存在する。巨大独占資本は独自の強力な研 .免•開発 

能力をもっとともに , 多様なM売従進活動によって新しい購買意欲を判出レていく.力をもっている

うえ，既存の生産諸部ド*3での資本過剰の深化は新しい投資分野の開拓を激しく迫ることとなる。巨' ' . ■ ■.
大独占資本は , 既存の自己の生産物のM 路を侵害することなしに，大眞の需要を確実に•開拓でき , 
しかも新技術や新需耍開拓の面での独占的力能にもとづいて高い参入障擴を形成できるような新生 

廣物を選んで，その生産にのり出す。新生産物の生ま==新生産部門の開拓が実現すれば，その設備 

投資需要を中心に開連部門に対し需要を創出するが,巨大独占資本が逃択して開拓するのは巨大な
• ' . '  : . . . ■

需要開拓の可能性のあるものであるだけに , その設備投資需耍も巨大でもるし，かかる新生産物で 

あるだけに他の独占諸企業も必死にその生産にのり出す努力をするので,早晚巨大な設備役資が出 

-現する。. . . .
このような設備投資によって , . 既存の生産部門の独 !̂ 1諸 企 業 わ 「余裕能力J をかなり上廻る規模 : 

の需要が持続性をもって拡大していくならぱ，そとて*の独古資本の協調的，消極的な投資行動は一

転してきわめて積極的な投資行動となかかる新投資競争の展開は，それはそれセまた労I動宇段
... ■ /

を中心に第 1 部門への需要を急激に號大し，需耍抵大と新投資拡大との :相S 促進的，加速度的拡大
- - ' •

を促していく。 この場合，独占資本は 'ンエア碱保りため，たとえ全体として過剩能カ発 1̂̂ <̂ >̂ニ1 ^性 

が明らかであっても， 「余裕能力」を見込んだ設備拡張を行なうし，きた新生産方法の導入を更新 

期までみあわせていた独占資本は，、市場の大幅拡大のもとで新生廣方法導入と結びっいた設備拡張

をいそぐので , 設備投資の群生，それと需耍拡大との相互促進的拡大は,独占段階固有の激しさを■ ...  , .：： ,
もって展開していくこととなる。

以上のような急激な発展筒面では , その発展のつづくかぎりにおいて，停滞化のま配的なもとで 

の猪矛盾はニ特的* 部分的にま和 * 解消される。新生摩物の出雄によって代替された旧生産部門に 

おける生産過剰 * 資本過剩 ♦労働力の姚出を一 部̂にふくみつつでぱあれ,全体としては過剰資本と

法( 3 7 )論文7 r新メ-1速部門形成J は，従来の猪論議で十分に位置づけられることのなかった新メ血部rj形成と独段防の. 
飛躍的発展局m との関係を理論化しようとしたものである。なお, 資本主義め発展-*般における新生摩部H形成の意 
謝こついて5̂ 察を加えているものi してジ附富代-了パ前掲-書』结4 章がある， ,

( 3 8 ) 独占資本の•■愤極め投資行斷の侧ili1については, 論文5 「投資行動J 第 1節辨3 項を参照されたい。そとでホ場 

め拡大趨勢のもとで独資本の投資行動が積極性を;びること，および独占資本固有のr余裕能力J 保有へのま向が 

前極的な投資行勘を刺激することを主張している点に特色の一"^がちる• ‘
1 3 0 (跡 ）-

独占’資本主義にぉける諸矛盾の編成と展開

:過 人 口 は 吸 t e され,労働者の賃金水準の上昇も可能となるし，非 独 資 本 ，小生産奢も,收奪をう 

けつつも , 市場拡大のもとで経営条件め好転をみる。 （国家独占資本主義の成長政策が,齒ま市填の創出 

拡大とおま業形成をふくむ技術革新促進諸政策との組合わせになる很抛は上記の^ 関 お 、ち明らかであもうV 

しかL ながら，かかる急激な発展には多くの問題が内；]̂ !̂ している。第一に，全体的な相s i 促進的 

堯展め腐賊力となるたみには，巨大な新産業の開拓か，あるいは多数の新摩業の同時的開拓が必要 

であるが，かかる事態ほその性質上，間歇的にのみしか起りえない。‘第二に，新生産物め開拓が , 
第 3 節で指觸したような間題とともに■著しい浪費をふくむ摩大な . n坂 売 努 を 不 ぜ 避 的 に と も な  

うこと，かかる浪費をふくむ経済活動によってはじめて慢性的な過剰資本 . 過剰労働力が吸jjjiされ 

ていくということである。第兰めさリ f i 要なことは，かかる発展は「第 1 部門め不均等的発展/と 

いう内容をもて， く生産と消費の矛盾〉を深化させつつすすむ発展で'あっ《さI キれは全般的過剰 

生産恐慌となって爆楚さ ;るをえないこと，発展局面で独占固有の激しい設備姑挺が行なわれ,そ 

れによって新投資を媒介とする加速度的発展が独占固有の激しさをもってすすむだけr , 恐焼によ 

って解決されるべき矛盾もまた厳大であること，やある。それゆえ,飛躍的発展が出するとして 

も，その出現は間歇的でしかあり免ないし，またそれによっX 矛盾の緩和，解消がはかられるのは 

発展りつづく一時期にかぎられ，発展は恐慌によって終らざるをえないのである。

. .. ' . ，園' ' .....

D I 飛躍的発辱の結末= 深刻な不況の長期化と階級対ね

飛躍的発展の結末としての恐慌について，独占段階特有の問題として強調しなければならないの 

は，こめ恐慌後，深刻な不況が長期化すも ということであネ。 ここには, I でみた独占段階固有の 

停滞化基調がもっとも，直接的に鋭く現出しているととが法目される。

恐慌は本来，過剰生産物，過剰生産能力 , 過 剰 資 本 (生産資本♦商 資 本 ）の破れま•縮小を行ない 

それによってく生摩と消費の矛盾〉を一時的に解消し資本の価値増殖機能 0 麻摔•再生ま過程の 

，中断を回復させていく機能をはたす"の で あるが，独占'段階ではこ の機能ぼ部分的に麻揮せしめられ 

る。少f 巨大独占資本の支 l a する部門では，過剰生まが露呈しても , 独 1̂ ^資本相互はできるだけ競 

争を回避しつつ操業度の意識的低下によって供給制限を行ない，価格切卞げを f c j 、限にくいとめト 

うとする。そこでは , 過剰生産物の投売り , 劣弱^^本<?^|破滅ニ倒産は行なわれにくい の で,過剰生 

産の結果は独占資本の操業率の大树低下として現われる。 このととは, 慌後縮小したffr場におい 

て，. 過剩生ま能力のr波壊が充分行なわれないまま，巨大独占資本が以前と同じ生産能力を維持しっ

ま(39) r取売努力J とその効果について，' ぐわしくは論3^8 r腹ラ努力J を参照されたい。この論文は従来マルク么ぽ済 

学の独占資本主義論で等祝され, ；b ずかにバランパスクイ" ジー *■独占資本J がIfi耍祝したこのf販ぅち努力J の意 
義とくに総資本め拡大触産との関速について独ほの考察を加え现論化したものて,ある，

ズ4 0 ) 沖村喜代チ『触 瞎 3 参照。

( 4 1 ) 井村喜代子(*前摄窗』第 5 竜雄4他参照。 ’

、 . . . . •
—  1 3 1 ( 9 4 7 ) —
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つ . 大幅に低下し 7̂こ操業廣でもって存続してぃくととを意味してぃる。 （もちろん，競争的な非独占諧

部門では，過剩生まのもとで9 投売，り，劣弱資本の破減= 倒産がすすむし, これは，独占諸部門でウ価格低下
' .  . . .  ， . '

力;低率にぉさえられることによってH S 倍加される。）

とのように資本（生産資本）過剰 = 設備の遊休化が深刻であるもとでは , 新生産方法導入と結びつ ‘ 
ぃた史新投資や新生産部門の開拓によ力 で一定の需要が創出されても,操業率上昇による供給増大 

の企地が大きく，新投資の課堯が困難であるから , 回復も弱んしく .ならざるをえなぃ。 こごでは， 

すでにみたような執占段階固有の傳滞化傾向がもゥとも鋭く現われ , 深刻な不況の長期化,'深刻な 

資本過剩（貨幣資本，生廣資本の過剰）と労働力過剰の慢性化を惹起してぃってぃるのである。, 

このような漆刻な不況の長期化は , 慢性的過剰人口の増大と，その庄力のも .とでめ就業労働者の- 
労働諸条件の悪化とをもたらすのみではなぃ。巨大独占資本力V 不況のもとで，操業率の大幅下落 , 
に耐え価格下落を低率に抑えることによって独占利潤の雄探:におめようとす？) ことは》, 第 2 節でi  
た独ほによる収奪の董民を一層強める。労働者は失業 , 労働条件恶イ匕のうえに, 主 -要消費手段の価 : 
格が独 d iの支配で太幅下落をみなぃもとで生活困難を強め , 非独占部門の諸資キ•とくに中小資本 

や小生库者は , 原 料 . 励力等の独占部門の価格維持と , 販売価格の大幅下落 (購貧独占の場合は逆)と 

のギャップのもとで経ぎ困難，破滅の脅威を長期的に余儀なくされるのであり,小生産者や最下層 

の小資本家は消費者としても労働者と同様の生活困難墳犬をこうむる。慢性的過剰人口の墳大を卞 

頭として， これら被収奪による困難の増大とその長期化がすす ；̂̂ととは ,第 2 節でみた労働者階級 

を，い心とレた体制批判，さらには体制変毕の意志と運動を強化してぃく重要な役割をはナこすのでi  
• る。 この場合，独占^^本にぉける燥業率の大幅傳卞による大量解履は,独占資本が行なってきた労 

働あの一定部分への譲步による体制內化，それを通じての労働者の分裂，支配の余地をぃちじるし 

く狭めるのであり， このことは上の運動の強化にとって大きな作用をはたす。それゆえ,独占段階 

固有の深刻なネ況の長期化は，律制批判，体制変の運動の強化をもたちすこと 1こよりて,体制危 

機を促迫する瑕大の契後である。 したがってまた,ここに国家執占資本主義成立の最大の現実的根

拠があるのである。 ‘
しかしながら，以上のような体制危機への促迫ニ® ま独r W 本主義の転成よるこれへみ対応は ,: 

そのまま現われるわけではなぃ。すなわち，独占段隙でゆ，それ画有の董要性をもって，独占資本 

の対外膨張が必然化U 以上でみてきた国内矛盾は国外にその解消の場を求めることにもなるのて 

. 対外膨張の問題をもを) わせて考えることが不可欠となる。 ， ， .'

第 5節独資本主義の対外膨張をめぐる i f矛盾の展開 :

独 di资本主義の構造と発原♦そとにおける諸ず盾の展能については, 以 上 ま ' 経 済 内 的 な

—  ̂132( 9 4 5 )  —一'：，

独占資本主義に•おける譜矛盾の編成とM開 

，( クロ一ズドモデルで.の）総括では不充分セもって , それらが国際関迪の中で'特有の規定をうけるこ 

とを明確にしなけれぱならない。独占資本主義の機造 '，矛盾は国際的関連りなかで国際的構造，矛 

盾としで編成されていくし , 独占資本生義の発展にみられた■内 矛 盾 の 進 展 は ,国 旧 速 の な か  

•で-"^時 的 • 部分的に緩和あをいは解決されつつ，結局ぱヨリ大きな矛盾として展開していくことと

::なるのであるレ ■
- ■ ■ (42)

I 独!^資本主義固有の激烈な対件膨張と資ホ輸出

.. ■ ■

: 資本主義経済ほ本来，生産物市場の一層の抵大，低 t o な原料資源の獲得,投資機会の増大などを 

求める諸資本め行動によ0 て，可能なかぎり一国民経済の粋をとえて対外に膨張しようとするもの 

ゼあるが, 国民経済め中枢をなす重要諸産業と金融機構とを少数の巨大独古資本力 ';掌 握 .支配して 

>いる独占段階で、は，対外膨張は独占段嘴® 有の内容とそお 固̂有の激しさとをもづて現 ;̂ >れるし，こ 

こでは資本輸出がとくに•重 寒 な 役 割 を 担 う こ と と な る ' • ■
第-^に, : I I 大独占資本ほ，: 原料資 f e ，賜赂<?)独占的支配へめ激しい欲求をもって現ゎれる。巨大 

，独 資 本 は , 国内および'国際的な市場において自己の独、,古的地位の確保と増大とをたえず求めてい 

るが，まさにそれゆえに , 海外における慮料資源と政路の独占的確保へと駆りたてられる。巨大独 

、占資本はその遺:富な資本軌員力からし 't i海外の原料資源、開発にのりだす能力をもっているうえ，国 

，内 . 外め独占資本相互間で，優 秀 ，條廉な原料を先取しこの原料独占に守られて高率な独占利潤 

を長期的に美現しようと , 徽烈な原料独占の闘いを展開する。他方,厳力な技術開発能力と生座拡 

大能力をもつ甚大独占資本b ; , 製 tRi服路の& 占のだめにしのぎをけずらて争っている。

以上りような細占化衝愈にもとづく対外膨張では , 資本賴i出がきわあて重耍な役割を担う。 とく 

.に原料資源の効果的独占のために•は , 現地での集荷 . 運輸の機橋0 钟他的支配にもとづく  占めか, 
ヨリ確実なものとしては原料生産自体の独占が必要であるから，とこでは資本輸出= 直接投資が必 

耍とされる。他方，海 :^販路の独占 / 匕をこおいても，他国の独古保護障壁を柴破するために，またラ

イバルの「安売りJ による接触を防ぐために^ 資本輸出と結びついた製品輪出,とくに冶的支配, ■ -， ‘ . •

地域へ*の資本輪出と結びついた製品輸出 , あるいは直接資ニ企業進出によさ現；t r e の製品服売が , 
有効な手段とされる。: : . ニ .
第二に, 対外お張欲求における独占段階固有の激しさと内容とは , 第 4 厳で指 f t したき®化甚調 

• 構造的資本過剰のもとセめ過剰資本の投下先の追求にある。.独占段階における資本過剰が全般的 

かつ慢性的なものやおると とは，過剩資本のはけロの追求を激烈なものとレ独占段階での制

注( 4 2 ) 本⑨'についてくわしくは, 論;)^9 r対外8̂ ?浪(上)！を参照されたいバょおとのr論文は, H命文10 r対外膨張(下) J と 

ともf c , レーュン6■帝国主愈i i j を有力なず:がかり，としがらも ,?I?国主義的•侵出や資本輪 |l iにかんするレーょ 

ンめ請命傲j へのいくつかのi s要な疑問から出発しその経済学的不十分さを党服しようとする意0 をふくんでいる，

m { 9 4 9 )
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張における資本輸出の役割を決定的なものとする。 またこの場合は過剰資本の輸出であるので，第 

一の場合のような高率の独占的超過利潤を如待できなくとも , 輪 さ れ る 。

なお , 過剰生産資本（ニ遊休生摩設備）め解決にほ，操業率上昇のための商品輸出力'’、必要でもるが ,.
■ ，， . . ■ . . . . .  . ■ .

この商品輸出増木のためにも資本輸出（ニ商品# i出をともなう資本輸出）が追求される6 かくして，過 

劇貨幣資本 , 過剩生産資本をかかえる独占資本は , 賃幣資本の輸出（貧付資本の投下あるいは後能資本 

の輸出二直接投資）の拡大とそれと結びついた商品輸出のをおしすすめることによつて，これら 

過剰資本の有効な活用をはかろうとするのである。

このはか，独 tti段陪での停滞化基調 * 構造的資本過剩は非独資本間の過度饒争を倍加するので♦. 
非独占部門の諸資本でも，生産物輸出 • 資本輸出への欲求が強化される <̂

現実には，第一の資本輸出と第二のそれとはまなりあい，区別しかねる場合が多い。たとえぱ，

原料資源、，販路の独占化のためにま接.投資の形で:行なわれる膨大な資本輸出が，緒果的に本国の過 

剩資本処理の役創を演じることも多いし他方過剩資本めはけロとして資本が輸出される場合，そ 

, のもっとも有効な利用法として，原お資源や販路の独占化のために直接投下されることも多い。た ： 

だし理論的fc•は，商者は目的の差，したがってまた輸出の是非を左右する利潤率の差において，区 

別されるべきものでもる。 -

(43)
. n 対外膨張の進辱と独占資本生義本国経済へのその反作用

. . ' . • ，ニ . '  - ■ '
独占資本主義の対外膨張が独占資本主義本国経済におよぼす第一り作用は,原料資源の独占や販 

路の独占を通じて高率 • 巨額な独占的超過利潤をV その対外膨張の担い手でる執占資本にもたら 

すことであり，第二の作用は，独占資本主義本国における資本蓄積•生産拡大の停滞化傾向にさか 

らい，構造的な資本過剰を緩和あるいはM 消し , 時には .飛躍的発展を惹起すらするということでも， 

る0 重要かつ難解な問題は後者である。（なお第一*の作用と第二のそれは実際上は結びついて現われること 

が多いのやあるが， I の対外膨張の動機. 目的の区分に対応して，作用も二つに分けられるC)
対外膨張は，その対象先の生産様式の発展段階にそくして，つぎのさつに類型化される。

(イ） 低開発地域に対する膨張，い わ ぱ 「垂直的J 対外膨張一植民地に典型的にみられるように， 

独占資本主義本国の経资カ • 軍事力における圧倒的優位性にもとづき政治的支配，従属を行ないつバ 

み他国独占資本の排除のもとに原料資源の独占，利権の獵得，本@工業製品の販路の独占を行な

，' . .うもの0 . ,
(ロ） 旧白人移住植民地ニ新與資本主義への膨張，いわぱ r斜めのJ 対外膨張一一かつてのカナダ, . 

オーストラりヤにみられるように, 白人移住民を中心として原料資源開拓— 資本制的工業生産の形 

成 ，発展がすすめられ，そこへ資本輸出が行なわれるもの。

H 他の独古資本主義経済への侵ま , い わ ば r水平的J 膨張—— 強力な独占資本主義国への侵透 

であるゆえ，生として，相手国の開発困難な新ま藥ニ新生ま物における商品輸出‘直接投資ニ資本

1  虫占資本生雄における譜矛盾の編成と展開

法( 4 3 ) 本項につレ、てくわしくは，論文10 r対外膨張(下) J を参照されたし、。なおこの論文は，従来はとん’ど論じられたこ 

とのなレ、停滞化iy調への対外膨張の反作用の問超を中'C>に独!^の考察を加えている点に最大の特ftがある，またこの­
間題の解明のために,'対外板張をその対象先の発展段階に PJl して，垂ぬ：，斜め，水平の3 顏型に分して論じている’ 
点にも特徴がある。

— ~  134 ( 950 )  一 . ■

輸出であるか，帝国主義戦争での敗北や多大の被害により，経済的.政治的に弱体化した独占資本 

主義国への商品輸出. 資本輸出やある。,. .

以上の類型の差は,対外處張の進展や本国への反作用においでかなり重要な意味をもつのではあ 

るが，くわしいことは別稿（論文10 r対外膨張(下) J ) で展開したので,ここやはずべて省略する

{ 1 ) 対•外膨張が新し、、対象の創出 ‘ 拡大をとげた場合には，一定期間にわたらて,資本輸出は飛 

躇的に拡大し，商品輸出もか力、る資本輪出の激増と結びついて，あるいは独自の形で大幅な;★を 

とげる。
，. ，： _ ， ： ， ， ； i  ,

すでに別贿 (論文10 r対外膨張(下んプで詳しく述べたごとく，新しい对外廣張のお象が創出 . 拡大 . 
された場合には，植民地，従属国的低開発地域への f垂直的J 膨張でば資源開発に直接.間接必要 

な譜設備を新た^̂こ建設するため，旧白人移住植民地への「斜めのJ . 膨張では白人移住民によ .る当初. 
の原料資源の開拓，生産とその後の工業化の推進のために,他の独占資本主義国へ新産業をもって 

直接投資する「水平的J 膨張ではその開拓投資めデこめ，巨額の資本輸出二直接投資，間接投資が 

しかもそれらの性質上かなりの期間にわたって，展開される。 とくに，植民塊 ,従属国的低開発国 

へ の 「盛直的J 膨張では，資释開発，生産のための設備の新設のみではなく，それらを遂行するた 

めの運輸諸施設（キ齊道路 , 港湾，送油パイプ. . き）の新建設が必襄とされるだけに,かなり長期に 

わたる建設期間の間， とりわけ莫大な投資が行なわれる。他方 , ’ 商品輸出も，膨張先の倉！]出 •拡大 

の後には，上のような資本輸出と結びついて一 r 直接投資のための設備，機械器具の輸山， r紐つ 

き」贷付による商品輸出，一 あるいは独自に低開発国の消費市場独占などによらて；大幅な増加

をとげる。 '  ' ン ツ
. '  ,  - . ，■- . ， . . . .

' -- • ■：

iU上のように対外膨張先の新たな創出 . 拡大による資本輸出め飛躍的増大は , それ自#とし 

て, 独占資本主義本国内の過剰 (货離）資本をきわめて有効に機能さを，資本過剰の緩和 • 解消と，

独占資本による高率ぃ巨額め利潤または利子0 取得をもたちす。• ' .... • . • • ■
他方，かかる資本輸出の飛躍的増大にともなってあるいは独自に促進される商品輸出の大幅増大 

は, 独占資本主義本国の関連生産諸部門の生産を飛躍に據大さ黄，既存設備の操業率上昇ニ 過剰 

(生産) 資本のま和 • 解消を促すのみではなく，その輸出増大の鶴度，持続性いかんでは関連諸あ廣 

部門に活発な新投資を截起しさららはこれをあぐって第 4 節 n でみたような,独占段階闺有め激 

しさをもった全体的な飛禪的究展をもたらすこともねりうる：。. また, 当然のことながら，第 4 節せ 

みた国内での新生産部門の開拓をめぐる飛躍的発展の展開と , 対外膨張先の創出•拡大による輸出 

の太幅増大とが相前後して生じるとすれぱ , 飛躍的充展が加速され,長期化きれるのはいうまでも

な い : . . . . . . . . . . . .  '  . .  • • 園
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ところが他面では，対外膨張先の創出，拡大に■よる資本輸出の飛躍的拡大は,その後長期にわた 

„ クて高率 . 巨額の利潤や利子を本国にもたらし , その結果，投下部面の據大を求める資本量を蓄積 

' • 増大させてい . くので, 資本輸出の増大が大幅であればもるだけ， さらに一層の資本投下機会の拡 

★ ，資本輸出の拡末が要請されてい .くのである。‘ また, 生産物輸出の増大においても，キれが , 本- 
国の関連生産諸部門における活発な新投資を惹起し  独占段階固看の飛躍的発展ホ促していったと 

すれば，そとでは第 I 部門の不 .均き的拡大という内容での急激な生産設備能力り坡大が進展し，拡. . . , . - . . •  .. .. . . .-’( 4 4 ) . . .
，ナ再生産にむけられるべき生産手段ニ「余剰生産手段J が累積的に増加していくのであるから，増 

z k した輸出は同の規模の輸出を将来雄持していかなけれぱならないのはもちろんのこと , さちに 

一 層 の 拡 じ ， 躍的発展によ力て累增する '「全剩生摩¥ 段』をま接輸出するそれを利  

用した生庫我☆輸出するかしなけれぱならないので、ある。 さもなけれぱ飛躍的発展は恐悔爆発によ 

っ:て終りをとげ，深刻なボ況の長期化におちいらざるをえないのであ:^。V' ' ,

しかしながら，別 稿 （1^：̂：10 r対外修張(下) J) で強調したごとく，対外膨張先の創出，拔大による 

爱本輸出，商品輸出の增大は一定期間のみに服られざるをえない。対外膨張の型によって差はもる 

とはいえ，資海の開発，新産業開拓のため 'の設備投資がひとたび完了V てレまんま',その長期の耐 

久期間にわたって投資翻要は消失し , 設傭め維持，補修需要と資源採取や生産め続行のための需 

要だけとなってしまう。 定の膨張先において設備投資自体が順調な拡大をとげ填資需要の持続的 

拡大をみるのは , 挺地の経済が爱本主義的発展をとげる「斜めのJ 对外膨甲だけ ’である。植民地 . 
従属国的低開発国での資源開拓では，本国の巨大な独占資本によって最初から可能なかぎりの開拓 

が行なわれ , その後は支§3 * 収薄のためめ伝統的社会桃造の再編:，利用やモノカルチュアのおしつ

けがかえって現地の国内市場を極度に狭!^化し販路拡大を阻止する結果 , , 一^定期間後は資本輸出も
. . . .

商品輪出も拡大をおしとどめられる。他の独占資本主義本国への新産業をもっての侵透も,相手国

の新市: ^開拓には限度があるう免 , 相手国資キによる類似産藥の開拓によゥて , 市場め縮':]、を余愈

なくされることさえあ)る。（なお,例外的に資本輸出の長期持続的拡大を許したr斜めのJ 対外膨張のぱあい

も，普遍性はなく—— 歴史的, 地理的条件からして英国，米闺以外の諸列強は力、かる対象を雄侠しえなかっすこ 
' ， (45) バ

まy■こそれもやがズは固有の限界にぶちもたらざるをえないのである。）

それゆえ，対外膨張による資本輸出が本国内の資本過剰を綴和，解消するタほ,対外膨張先の新

たな創出，拡大が実現した後の一時期に服られるのであって， 時期の後には增大した資本輪出を

通じて，（実現される利潤. 利子が目額でをれぱあるはど）再投下先をもとめる過剰資本はかえって累増

し; 自の資本過剩化を深化するのである。 同様に , 商品輸出め増大が本国の操業率 上̂昇，新投資

を促し蓄積の停滞化基調を緩和♦解消する作用も—時期に限られているし，それ以上に輸出の持練

注(44) <■余I 挫座手段」の架愤的増加め問題の意味については，# 村喜代子*'前抵誉』翁照》

(45) r斜めのy 対外膨張のI将界についでは，！̂文10 r対外脚張(下) J n -^ o n -^ m rn h fc W

**ァ 136 C05の - " ，'
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. 的拡大グ舰段階固有の激しぃ生産力発展を惹起したところ ‘では, 商品輸出の持続的な累墙が不Tii 

能なとととともに破局が訪れ，その後生じる不況め深亥!)さは，輸出;大によって誘発されてぃった 

生摩能力め増大が大きければ大きいだけ，以前にもまして深刻なものとなる。したがって，対外膨 

腹の生産大作用は，ある」時期かぎられ,-本国内の資本菩糖の停激化基調* 資本過剰基調を根 

本的に解消するものでは決してなぃし, そればかり力、，対外膨張をとげた後に, a リ深劾なき滞化•

資本過剩化をも: / らす作用さ;^東すこととなる。 ... • . . . .  . ... : ， . .
以上のととこネは，独占資本主義諸国をして , ’き ら 層 の 対 外 膨 張 と ，ネのナこめの自己の勢力

凰の跋張ニ植民地，従属国‘あるぃは勢力圏の再分劑へと躯づたてる経済の論理にほかからなぃ. - .  -  . 、：’. ， '■ .. ", - ， . ’ . . ‘ ,；, ，... -..，， ,，

m 独占段階における資本主義世界の生宴な国家間‘民族間对立と階級対抗. {  ■ . .  -
. ( 1 ) 独占資本生義固★の爆烈な対外膨張 / /;展開する資本主義世界には，っぎのような国家間‘民 

族間対抗関係がま配するとととなる„ . . .
第一ば , 独占資本主義国相 :S：間の対立 • 抗争の関係て*ある。

一面サも各国の飽虫占資本は，国内での相互間の独占的協調鏡争制服と同じように,世界市 

夢の地域分割や商品伽格にっぃて国際的規模での協調ニ競争制限を行なおうとする志向をもってぃ 

る。とれは,独占資ギ主義本国以外の地城の市場におぃての激烈な鬪争による損失を避けて，共通 

や長期的利益の実現をばかるとともに，相 ;5：不可侵の協調ニ競♦制限によってそれぞれの本国内の 

独占的地位をまもるために , i£i、要かっ有効とされもからである。

'しかしながら, 国原的な独占"体間換調！?は,大な世界市場におぃて独的協調を支えるに た る  

商ぃ集中虔，高ぃ参入障壁9 形成が困難であること. m 調に属さず. 協! ! を破壊して’くる独占資本の出現 

め可能性が大きぃこと) や，各国の独資本におぃて , 技術水缚，資本規模，.生産規模，賃▲水，, 
原料費水準などの国際的格塞によって利益の不一まの生じる可能性が大きぃとと, などに•より，国 

内の独占的協調にくらぺはるがに協調は不安定で,協調にかわって対立競争の侧面が前面にでて 

くる可能性を強く内包しゼぃる。 ‘
それゆえ, 諸国の独占体は種々の形態*で相互の蜗調を一方で追求しっっも，他方で, 関锐政策, 

輸入制限;̂やどのa リま接的な面家的手段を禾y用し,これによって他国独占体の製品の自国市場への 

侵入を阻i L しようとするr また, 自国国家の政治的支與，、政 '冶,的影響力の行使による排他的勢力ぽ 

ニ植民地♦従属的地城の確保を可能なかぎりま瑰しようとする。とり.わけ, 対外膨張はn で述べた 

ように, —定期間の後には® 内0 資本蓄觀，生産拡大の停滞化, 構盤的資本過剩をョリ深化させ, 
ヨリ一層の対外膨張の坡大を必要とするにレ、たるので, 国家政策強化による対邦膨張への要求はニ* 
層激しくなる。 - ，. ,

との場合, 国家の対外膨張政策は独占資本^ ^ ^ ^

' , 一— 1 3 7 (娘 ）一
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滞化基調 • 構造的資本過剰のもとで慢性化する過剰人ロ，小生産者層の経営困難e 生活難の深化 , 

とれらによって倍加される階級対抗を緩和し体制の安定化をはかるためにも強く要求されてくる 

のである。 （したがって，資本過剰それき体め程度がたとえ他国と同參でもっても，-そのもとでめ 

優性! ^ 過剰人口がョリ太量であり，力めそれらによって階級対抗がさリ激化している国では，かか 

る国内矛盾り解決のための対外膨張の必要性，，緊急性はョリ大である。） •

そして，対外膨張のための国家的手段の利用においては, , 内の独占諸資本は井通‘の利益を 

強く享受するので，相互に協調しづつ有効かつ強力な国家的諸手段を案出• 利用しでいぐのでもる。.
がくして , 世界市場では，諸国の独占M資本は協調面をもつとはいえ，国内にくらベて対究」M 

争 ]面をはるかに強く発斑し， この独占間対立= 競争は，国家を媒介として，各国の質易政策をはじ 

めとする諸政策の強化と相互対立，勢力® をめぐる独占資本主義諸国間の対立に転イ匕♦ 展する倾 

向がきわめて強く，補節でみるように， 定の歴史的条件のもとで、ほ帝国主義戦争?^こまで発展して 

いくとととなるのである。 ' 、 \
第二は，独占資本主義本国と植民地，従属国的地域との間の民族的对i/i：関係でもを。対外膨張の 

うちの低開-発地城に対する膨張ニいわゆる垂直的膨張では，大抵の場合，独占資本主義本国は経済 

力 • 軍寓力の庄倒的優位性にもとづく政治的支配，従属を行ない，他国資本の挑除のもとに,原料 

資源め独占♦利権の獲得と本国工業製品の販路の独占を実現しようとする。独占資オ:主義本S は， 

これら地域住民に対する支配め積杆として, これら地域におる前資本主義的な生産諸関係，伝統 

的社会構造を再編，利用し，現地住民を無権利状德におきつつ，資源や土地の強想,;賣全勞働の 

利用, 現地商人ニ地主層の収媒機構を利用してめ流通過程の独占的支配を行なうとともに, 他面， 

もっとも適した原料資源のま出を可能なかぎり行なうため，そして現地での工業の未形成，未発腾 

を利用して自ffl製品の政路独占を行なうために，モノカルチヤ的経済をおしつける。それゆえ，植 

民地 • 従属国的地域の住民は, 人格的不自由, 無権利状態,極度の低生活水準のもとにおしとどめ 

られ, 自生的な工業化を抑ぼされ，自立的な再生産構造の確立によ.る経済発展の道を閉されてしま 

う。それゆえ，本国とこれら地域との間に一'種の分業開係，緊密な相互依存閱係が形成されるとは

いえ，それはきわめて不平# な相互依存ニ被支i a 地域の独i占資本主義支® 国ぺの従M 的依存にぼか
'  * *

ならない。 (以上の関係は, 「植民地J のぱあいにもっとも典塑的にみられるが, r半植民地J や 「従属国J の 

ぱあいにも程度の差はあれ貫いている関係である。 また，第二次大戦後，植民地がの上での独立を達成した 

のちにも, 植民地時代の遣産i して残り，旧宗主国や新★配者への不平等な依存を条件づけでいる-。）

. . ■ , . ，..， . . . . . . .
(2) 以上, ニつの主要な対抗開係は，第 2 節でみた独t i l資本主義における階級対抗の墓本関係， 

第 3 . 4 節力みたその展開に対しで，少なからぬ影籍 • 規制をた免る。 .
第 - - に，她占資本とその国家は国内における反独占，反体制の勢力に加えて , 植 民地 • 従嵐国的’
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地域め住民の強力なダす抗勢力一独占資本主義本国の支配に反対する (糖々め内容の) 民族银^憾争

に対決せざるをえないとととなる。低開発地域内部における主要な階級対抗である農民の卓封

建的地主支配に対する闘争は，農 民 ，小商工業者の賈占商人や独的服売者に対する闘争，少数な

がら形成されていく;/ロレタリアプトの支配国独占資本や現地資本に対する脚争，民族資本の買弁

的大商人キ支配国独占への反抗と結合し , やがてはすべての収奪 . 抑庄の根源である捕民地.従属

国的ま: 体制の打倒!に結集していく。 ここでは , 独占資本主義ぎによる支配のもとで収奪*抑圧を

うける0 か，糖度の差はあれ現地住民のはどんど大多数セあるだけに，独占資本のま配に对する对

掠勢力ははとんどの住民を結集していく物的基盤をもっている。

第二は , かかる植民地 . 従属国的地域の保有が，本国の労働者その他反独古，反体制勢力におよ 

ぽす作用である。植 民 地 . 従属国的支配地域の獲傳は，現地での低赚労働刹用や低廉労働力の本国 

ぺの移入による本国 '労 働 者 の 雇 会 の 削 減 ，低廉な農産物輸入によを本国農民の販売条件悪化 ‘ 
農産物過剰をもたらす可能性をもっており，独占資本は，かかる競合関#を利用して本国内の労働者 

や農民に対する摊取、収奪を骑めるという係にあるのではあるが，他力 ’ 植民地 •従属国的支配 

地域;:0 存在が本国労働者にとつ :て有利な側面があり , この面が独占資本によって誇大宣伝され,本 

国労働者を植民地♦従属地域人民と分断じて体制内化していくために有効に利用される。すなわも , 
植民地，従羁地城での独占的支配による應大な独古利潤の取得は , 労 働 者 の (潜在または顕在的 ) 
勢力に対する独占資本の譲歩の余地を増大する。 また低廉な農産物輸入は直接的には労働者の実質 

賃金を増大させる用をもっているし雇用機会についても，肖(I減作用のほかに,商品輸出によっ 

て生産規模 . 雇用規模を増大させでいる作用もある。 （この作用は, 新たな支配地域の創出，拡大の際に 

はとくに顕者に現われる。)独占資本はこれらの側面を雖調しつつ , 労働者め上層部，組合幹部など 

を買収し， これら地域の支配の恩恵が本国労働者全体に均糖するかのようなイデオロギーを培養し 

ていく。さらにまた , 支配地域から本国へ流入してくる食困な現地人民 ;を , 本国労細)者の最下層に 

格づけされる職種に緊縛し , 人種的差別をふくむ各種差別を通じて , 本国労働者の特権 • 傻触意識 , 
差別思想を言成し，労働者階級の分裂 / 体制内化を促して ^̂ブぞ。

もっども，これち地域への対外膨張が本国の停滞:化城向，資本過剩を後和，.解消する作用も, す 

でに指摘したようにもる一定期間にかぎられ,その後においてはいぜんとして停滞化倾向 . 資本過 

剰におちいるとと， と <:に对外膨張によぅて飛躍的発展が惹起された後には深刻な不況め長期イヒか 

余儀なくされる£ とは，そのもとで本国労働者がかかる体制内化の银向を克服し藥4 節末尾で指摘 

したような団結，闘争力を雖めていく物的基礎のあるぐとを意味している。

ほ 侧 郑 タチ主義本国,の労働爭階級の体制化は , 以上に述べたH i の!^係によゥて促されるので^^っ- t, 一部の論者 

の見解のようにたんに械民地力、ら鍵得する超過利胸をもらすの買ホ^/ゴけによるものではないととが注意されねぱなら

. ; ‘ないい....，. ：. S
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第三は, 以上の植民地，従属的搏域の確保 . 拡大をめぐり，あるいは保護関税などをめぐり，独 

占ま本主義諸国が相互に対立• 抗争することが，本国労働者その他の反独占 . 反体制の勢力にあすf  
える作用である。 ，

独占資本主義諸国間の対立.，抗争の展問は一面やは各本國内での独占資本の労働支配の強化，労 

働条件の切下げを促し，そのかぎりで労働者の反抗を強める面をもってはいるが, しかしながら， 

国際的抗争の結果いかんは，直接自国の生産拡大* 廣用水準を左右するので, 各国労働者をして, ’
ま国の有効な国家ま策により自国独占資本が国際ゆi i t争にeおいて優位をしめることだ•利益の共通性

, .  ■

見出させる侧面をもっている。 これは，独占資本主義各国労働者*P 国際的分断をうみ出す物的基 

職やあり，その最高の現われは，帝3 主義的侵略,帝国主義敝争へめ労働者の糖極的参加にみられ 

る。. . ， . .  '
. しかしながら，他面では植民地，従属的地域のます,ます激化する民族解放闘争を抑ぼし':C それ 

ら地域を確保し増大するための経費増~ >税負担と戦争人員の資担，とくi こ帝国主義戦争遂行のため 

に激增するそれらA 担が，ネ国のすべの国民大衆に強制されていくことや，帝国主義戦争が#く 

の国‘の国民すぺてに対して非人間的抑ほを強制していくことは , 以上の>ような傾向への反省，批判 

をうみだす物的基礎で、ある。 ，

..園 .
. - ，. ， . ...■ . _ . • .  '

補 節 独 占 資 本 主 義 の 運 動 法 則 と 帝 国 主 義 戦 争

( 1 ) 本稿で明らかにした独 1̂ 資̂本あ義の蓮動諸法則は,独占資本主義が独古資本主義であるかぎ 

り.一一く独r与的支配および独占と競争の/ > らみ合い〉を構造的特徵とする資本主義の一段階でもる 

，かぎり- つねに作用する法則で.あり，それゆえ今世紀の初頭から現在までめ各国独占資本主義 

め発展とそこにおける諸矛盾の辰開• 発現^^中に-^-貝：して作用しつづけてきているし,また今後も 

独占資本主義がつづくかぎり，その作用を止めないであろう。'
しかし， ここで留意しなければならないのは , 顧占資本主襄はその-過程で法則的に展開する 

諸矛盾の発現 • 傲発を通[じて， 自からの国際的な連関お‘よび国内的諸条件（とくに国家と夢済の関係） 

に一定の構造的変化を生じさせながら推移していくのだということ , そして，かかる麼史的な構造的 

爽化に対応して，国際的諸矛盾および国 .内的諸矛盾の総体における編成替え— •新しい矛盾の発生 

.と諸矛盾相互の位f t  • 比道の交替—— が生じ，諸矛盾の発現 • 爆発の形態にも一^定の変化があらわ 

れるのだという •!：と，である。そ れ え , われわれは，独 占 資 本 義 に "^貫する経済的連夢■；法則の 

解明にとどまってはならない。それとともに , それを基礎にしながら，独【̂1段陪の中の各時期にゥ 

いて，IM史的諸条ザ;め構造的特徴とそれに想定された制 y展開ニ請矛盾の觸成と . & 形態を'一あ 

る小段階から次の小段階ぺの骇行の必然性の問題をふくめ—— 迫求 i J , それを通じて「現率」ベ 。ト

" — 1 4 0( 956") "—

独 tij資本主義における諸矛盾の編成と展開 

I 接近をはか.ぅて.いく姿勢をとらねぱな，らない。'，

このような.観点から, 独占資本主義の時期区分をするとすれば, 次の 3 期にわけ'るととが妥当で 

もろう 0， . . ■ . •' . . .. . ， /
第 I 期。今世紀の初熟から第次大戦まで'のレわゆる古典的帝国主義の時期。世‘界分割の完了と 

いう歴史的条件のもとで，激化する独占資本主義諸国相互間の矛盾が,すべでの諸矛盾め編成の中 

で中軸の位置をめ , 他め諸矛盾を包摂しつつ，世界市場再分割闘争としてウ第一次大戦ぺ帰結し

ていく0. ' , . .  • .
第n 期。第"一次大戦から第二次大戦まも、。列強の一 ‘角ロシアの資本主義世界がらの離脱= 社会主 . 

義国の成立，戦後ヨ- - セツバの本命的情勢の上からの克服，それにもかかわらず30年代大木況を契: 
機とした現ま的危機の露呈, 力♦ る過程における国家独占資本主義の成立• 普及, などによって特. 
.徵づけられるこれらの变 ifヒ, ，とくに体制間矛盾の発生にもかかわ,らず，帝国主義諸国間の矛盾が.:. 
中軸として展開, 第二次世界大戦へと帰結する。

第m 期。第二次大戦以降現在まで- 東欧および巨大な半植民地中国をふくむアジア諸■の社会主_ 
義への移行= 社会主義譜国の刑躍的拡大。☆植民地体制の崩壊。

資本主f e体制と社会主義体制との対立（資本主義国内での社会主義勢力との対抗をふ ぐ む )の 激 化 . 
資本主義陣営におけるアメリ力軍事力V経済力の圧倒的 ffi越性 , 他の資本ま義諧国のナメリ力軍 : 

事力への依存関係ニアメリカ主導のもとでめ/共同防衛体制。社会主義体制との対立 , 国内社会主義 . 
'勢力との対抗の必要上，資本主義諸国内および諸国間の対立•矛盾を平和的に調整するための，国、, 
際的協調をともなう本格!^ 国家独占資本主義政策ニ国独資同盟のアメリ力主導による成な♦展開。 

(ももろん，第m期のなかでも,、中ツ対立0 激化をはじめとして，以上の関係に一定の推務. 変化はあるが。） 

ところで，'•■はじめにJでしめしたように ,，本論で総括した独 (J；j資本主義の諧矛盾おいかにして 

またいかなる国ま独占資本主義的政策の対応を要求していき，それが諸矛盾の緩和 ‘ 解決にどの程； 

度役立ち,どの点や限界をもってV、るのか.‘，'.‘‘という点は , 今後の国家独占資本生義分析にゆずら . 
ねばならないが，ここでは; 第 r *  n 期のき件下において,独占資本主義固有の矛盾が不可避的に 

帝H 主義戦争となって'族発してい<：こと，かかる# 国主義戦争を通じての譜♦盾の展開一 ~諸ホ盾 , 
の解決と深化一一■にジいて，. 第 m期とめ差異を念頭におきゥク，若千の補足的檢討.え加えておきた

第5 節で明らかにしてこょケ> £ , 独占資本主義諸国は,独占資本主義国有の激しい対外膨張欲. 
求をもっ.て、、るう免に， 定め対外膨張の進展が国内の停|^ 傾向 •資本と労働力の慢性的過剰化に 

…定の緩和•解決をもたらし'Qっ，かえって一*層め’対外赚張によ力X のみ解決されるょうな矛盾を: 
U o kさせるiこめ, っねに新たな対外膨張先0 獲得にかりたてられ.る：傾向f cもる。 さて，世 界 領 土 ：
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的分割の完了一 1 9世紀未の列強による植民地獲得競争の結果，列強の本国以外の地球上のはとん 

どすベての嶺土が列強の植民地，丰植民地•従属国としてそれぞれの勢力圏に分割された—— とぃう 

厘史的条件のもとでは, 新たな対外膨張先の獲得とぃう至上会合は, ある地域における他■の政治 

的支配 • 影響力を力で、でもおしのけ自S の勢力圈に組'み入れてぃくとぃう行動様式にならざるをえ

なぃ。各独占資本主義国がかかる方向で行動することゆ相互の対i を激化させ,武力衝突の形をと. . . .  ，■. • y ， ' .
り, やがては全面的な勢力® の宵分翻のための帝国主義軟争へと発展せざるをえなかったのである。

とこ' 確認しておくべき第 - - の要点は，帝国主a i H争へ全世界をひきずりとむ基本的動因があく 

まで , すべての独占資本主義国に共通に内在する独占資本ま■義特有め激しぃ対外膨張要求せとぃう 

ことで、ある。 この点の確認によってはじめて，帝国主義戦争がどちらの側からみても '侵 略 . 略奪の. 
.だめの戦争だとぃうその基本性格が明らかとなる „ その上で，帝国主義戦争のヨリS 実的な原因や

契機を位激づi tる必要がる 。’ ’

帝国主義戦争の3 リ現実的な原因として重妻なのは, 独資本主義諸国におぃて , 生産力の水準,

キの発展テンポ, 新生ま物開拓の程度, 資本過剰の極度とそのもとでの慢性的過剰人口の程度，そ 

れらを現在保有,してぃる対外膨張先によって解決できる程度.，解決できずに新たな対外膨張先の獲 

得が必要とされる必要度，緊急度，がかなり異なってぃるととである。 般的i：こぃえば，®内生産 

力水準の高さによっズ寧事力を強イ匕する基盤をもっと同時に, 対外膨張先の拡大の必要度•.緊急度 

がぃちじるしく大となった国が，攻 撃 的 動 ->戦♦ を惹起してぃく値向が強ぃ。 この場合，国家に 

よる对外膨張先拡大の要求の強化は, 第 5 節で指摘したように,独占資本の利潤増大の要求によっ 

'てのみではなく，停滞化基調のもとでの慢性的過剰人口の増大，小生産者の生活困難の増大，社舍 

不 安 . 階級対抗の増大をダホ外膨張ん拡大によって後和し# 制の安定イ匕をはからねばならなぃこと 

によって促迫される。 しかも, 武力衝突の形をとりっっすすめられる対外膨張政策は,対外膨張先 

の拡大による経済的効果のほかに，国家によ’るイデオロギー政策によって,圍内の人々め目を国外 

Iこ移し， r祖国防衛J 的思想をもって階級対抗を解消させてぃきうる点でも効果的である。

- ところで, 以上で述べだ基本的勘因 , . 現妻的な原因だけでば , 帝国主義軟争 j暴発め必要条件であ 

っても，その充分条件とはぃえなぃのであって,以上のような新たな対外膨張先獲得の耍求が蒂国 

主義戦争として ' 爆発するのは，っぎのような歷史的条件めもとに•おぃてである。 （以上で述べた基本 

勤因，現実的な原因は, ' その程度の差はあれ，独占段階の各時期に共通して存在してぃをのである。’それゆ 

え, 帝国主義戦争爆売の充分条件一 ~•それは腹史的な条件とぃう性格をもってぃる一一の検討は,、第m期の第 

r ，n 期との差異を明らかにするためにも不可欠であるj  /

第一*の条件は, 世界の分割 * 分割を行なう主体でおる列強が，政治的に.も経済的にも相互Vこ独.
I , . . . .

立した国家でもり，またかかる国家として宵分i Uを行なぃ自国0 利益を追求していることであ;^。 

それは経済面:t H t 自給自足経済化への強IVて航斜をもった政策一：BI赛歲業☆他国に依孩することな 

ぃ ' . - ― 1 4 2 ( P 5 5  ) ：""■

独占資本主義における諸矛盾の編成と展開 レ

< , すべて .自国内にI I国産業として保有し , すべての重要原料を自国勢力®内セ独占し生産するこ 

とによって勢力圏全休としての自立的な再生産構造の維持，披大をはかるうとずる政策 - — と?^づ 

ズあらわれる。 ますこ, 政治面でぱ , 相冗 1̂と独立した軍まカを持も，その軍まカでもって自国めお^也 

的勢力圏 • 権益を守りかつ1?£大しようとする政策—— ますます強大化する相！:の軍事力の稍抗に结 

果するような政策一としてもらわれる。 （第m期ではレ;It会主義圏の飛躍的拡大と，社会主義と資本主 

義との対立の激化という新しい条件のもとで, アメリカー国の庄倒的な軍事力の存在と,他の資本主義諸国の 

それへの依存関係ニアメリ力主導のもとでの共同防衛体制, - これに基礎をおいた独占資本主義諸®間の経済的 

な赃依存二相互浸透の関係, とれらにおける諸国間の同盟状態の持続性, が対照的である.。)
第二の条件は，分 割 ，再分割の主要な客体である世界の低開発譜地域において，ぞめ民族的反抗 

の弱さによって分割，再分割が許容されえたことである。植民地.従属的地域の民族解放闘争に対 

する带国主義国の武力弹庄や，文化諸政策による民族意識 . 民族的ま覚の阻止が-^定の成功をおさ 

め, したがって，当該地域住民り意志を全く無祝して , 諸列強がその地域の再分割をめ々って争い， 

その支配が交替するというよ .うなことが行なわれうるという状態力ある。(第10期では,まず良大な 

半植民地だった中国をはじめ社会主義化した諸国が分割• 再分割の対象ではなくなゥた。 まだ-^応政治的狹立 

を達成し旧植民地 . 従属国は，新しい形の植民地化政策のダオ象となってはいるものの，.民族意識の高揚，民 

族的集の強さ，そして被抑圧諸民族の連け.いは，上に述べたような分割. 离分害Ijをもはや許さないであろうj  
第三は, 独占資本主義国内における階級対抗 • 社会主義勢力が / —— 定の強さをもってはいるが， 

帝国主義戦♦を阻止するまでの力をもってはいないととである。• すでに指摘したように，本国内で 

の階級対抗の深化は , 対外跡張による生産取ネ，雇用増大を求める点でも，国民の目を国累間对立 

転じていこうとする点 't!•も，国家をして対外膨張の闘いに駆りた:てていくのであるが,そのぱあ 

いに各S 内の社会主義勢力が,労働者階級の国療的連帯によって帝国主義戦争を有効に阻止したり , 
ホ 、は戦争を契機に社会主義苹命を遂行しぅるほどの強さをもちえなぃもとでは，労働者購級は 

国家間対立の激化のもとで，国際的分断を深め， 「担国防衛J のイデォロギ一にとらえられて武力 

抗争-►帝国主義戦争を支持し，續極的にこれに参加していくこととなる。 . :
. . . . -  '  • ,

. . . .  . .  .C .， ， ' , ■'

，’ ； . . ‘ ， ， 、. '

( 3 ) 以よの歷史的条件—— 第 I ，n 期の磨史的条件一の .もと力は，独占資本主義の簿矛盾は ,
対外膨張を爛烈に追求する国家間対立を通じて , 不可避的に帝国主義戦争として得発していく。本

稿全体の論理構成，論理展開を前提してこのことを考えれば,独占資本主義の譜矛盾の集中的爆発

としての帝国主義戦争 ：̂ネ* r基本矛盾J の独占資本主義段るの第 I . n 期におけるもっとも主耍

な爆究：# 態である^1とが明らかであろう。そし:t：かがる形態での矛;t め爆発は,独占段晴の資本主

義が経済過趣で累糖させ^̂ い̂く諸矛盾をすでに経^^的連1 |内部 '1^自動的に解決• 調節しえずに政治

的审如めな過握にその解決，調節を求めぎる )^えなくなっていること，おもちとも尖鋭な形でポ
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しているのだし，同時に'それは，独占資本主義が生産力の発展に対する決定的な極梢であることの 

もっとも劇的な告白なのでもる。

. さて，帝国主義戦争とC、う形での矛盾の爆発は，- H itでは諸矛盾の一時的部分的緩和，調節をも 

たらす， h 同時に他® では諸矛盾をH i 深化させ る̂。 まず，戦争の結果として作り出される各国の 

新たな勢力範囲は , 一*応寧商の各国の軍事力ニ政治力に相応したもの 't ?あり，諸国間の力の不均衡 - 
めかかる-^ 時的な調艘のうえに軟後の資本主義各の新たな発展が準傭されるのだが , 実は,この 

資本主義各国の経済発展はそれが独占資本主義であもかぎり,再び戦争への同じ道をたぢらざるを 

えないだ!^でなく，力による調整は . 敗戦帝S 主義の潜在的な生産力■対し ' 相応、b  くないような 

勢力範回の限定を強制するため , ’ かえってその対外膨張欲求をとくに娥烈，な も の と さ せ ,の 戦 争  

ぺの過程に■柏きをかけることになるのである 

帝国主義戦争に よ る 国 内矛 盾 の 決 」—— 軍需を起因とする生ま拡大•雇用拡大と軍隊への動 

具とによる労働力過剰の解消,;「祖国防衛J イデオロギ一によ，る階級对抗の後和解I肖一もまた一時 

的にすぎない。全面戦争め拡大はそ'の生要な人的担い手たる労働者農民大衆に大量り死，負傷そ 

してきびしい耐乏生活を強制してい 'くし，軌争の終結は，戦勝国 't!、は過剰生産，取戦a では過小生 

産のも.とでの大量失業と耐乏を労働者陪級に余儀なぐさせる。労働者階級は IIからにとって無意味

なこの戦#^への参加を通じ、て，独占資本主義体制の‘反社会的性格を学び,‘階級的自覚を深めていく，
, ' • ■ - ■■■ •

最後に, 帝ffl主義戦争‘は, 一国社会主義苹命ゃ植民地♦ 半植民地の民族解放革★の成功の条件と

なる一ロシア .における恭命は, イギリスグループとドイツ^501^— プの死活の闘争が継続していた 
， (47) .

ゆえに• , 時をかせぐことができ，その芽をづみとられるととなく成功しえたし, 第；;!次大戦を契機 

とした植民地 . 半植民地の民族解放も，支配者側の分裂，抗争を利用レ戦争遂行のためめ植民地 

支配体制のゆるみに乗じて成功しえた側面が大きい一V このように帝国主義® 間戦争は,独占資 

本主義に対立する社会主義国際勢力の確立発展に寄与し（体制間矛盾の登.場 ，拡大)，:独占資本主義体 

制の危機をさらに深めるよう作用す.るのである。 ： ' ‘
かくして, 独占資本主義の第I v n 期における矛盾の展開は，もはや国内矛盾を容易に国外に転 

化しえない時代,しかも国際的矛盾を帝国主義戦承という形で爆発させることが資本主義の全体制 

にとって.命とりf cなるだろうよう‘な時代（ニ第DI期）をもたらしたのである。第 ffl.期におゆる独占資 

本主義は，それゆえ内矛盾をて、きるだけ国内で他理調盤し, かつ国際矛盾の^ 1発をチ防する:機構 

と諸政策を必要としてくる。 (これこそ第二次大戦後の国家独占資本主義の姿である。） ..
■ ■ ， ‘‘ (择済学就教授) ‘
注(47) 1D18年11月にレ-^二ンは次のよラに浦説L：T いる0 1'十月舉命後わー {̂̂ 酣られわれ；̂1生きぬくととができたのは, 

11際帝l i 主義がニやの強盗クル*-プ—— イギリス人= ヌ9 ンネ人ニアメリ人のグループと,ドイジ人のグループと 

に分数して，，こ€•南グループが死!̂Hしていて, われわれにかまぅていられなかったおかげセもる。J びレーグノ全集J
大月毅0 版，雄2:8巻, 159K) ' ■ ■, , . - .  ' - ， . . . ，. . . ,
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寡 占 と 中 小 企 業 競 # * の 理 論 構 造 ( m..-■ .. . ■■. 
一一同部門内の寡占と非寡占(製粉業)—

I 間題の所在

1. 同一部門内の域占と非寡占 

, 2 . 本稿の練-題と意0  
U , 核と周S の共存する市場構造

1. 核と周辺の措定

2. 基礎的諸条件製粉業の特質ニ

3 . 市 場 集 中 廣 .
D I 核と周辺の形成，再編過程 

ユ. 麼史t o 程 

‘ 2. 集中促進盤因と集中制約要因

' 3 . 集中連動の具体的形®

佐 . 藤 芳 雄

I V 核と周辺の鏡争局面

1. 販売経！̂と価格差
2. *■安売り競争J
3. r系列化J と * : ラ場J 

Y 核と周辺の協調局面

1. 協調と分裂 ,

% グループ別行勤*業界0 体組織 

V I 部分寡占プライス，，リーダーシップの態様

1 . 核と周辺の価格•生産量の決

2 . 粉価改訂劇の》 .
a 部分寡占プライス. リーダーシタプのifl结

V f l 結 .語

， I 問題の所在  ‘

1. 同一部門内の寡占と非寡占

われわれは基本的に，現代寡占経済体制の一局® として，非:寡占セグターでる中小企業の問題 

性を位置づけ, 寡ポ体が★配と鋳争を通じて , 非寡占セクタ~ をたえず分解させ，甚編成し,しか 

も寡占体の成長，蓄積の有力な扼(泉どして , 非黨占セクタ一を直接，間接に利用するという諸-関係 

を解明するための理論的プレーム • ワ一ク梢築を志向している。そ.こやは, . r問題J としての中小• , . . . I. ■
企業を-^義的に「被支配層J として設定することなく，即良的には r饒争する丄中小企業を設定し 

それらが今日の大企業体制のもとで，いかなる論理 . メカニズム，譜局面を通して「被支配丄狀況 

においとまれ^るかを解明する, という方法がとられた。

さらに， r関係J 自体の多様性と疲動性を十分考慮にいれうゥ，襄占にたいしで非寡占‘中小企

業が競争☆いどみ，か' ^ その競争が従属に变容する諧局面を，断面的ないし静態的に^ 理すふかこ、

ちで，•寡占と中小金業の関速諸局面力く般的お措定された。その第 -^め局面が , r同一産業部H 内 , 
における黨t i iと非黨占との関係J 鳥面でもる。 ' ■

，- ― ~~1A^k961)— •


